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立花町の筑南小学校（谷口千奈美校長）の
全校児童154人が6月10日㈫、男ノ子焼の里
保存会の協力で田植えを体験しました。男
ノ子焼の里前の田んぼで、児童らは泥の感
触に歓声をあげながら、顔や体中泥まみれ
で懸命に苗を植えていました。

どろんこ田植え体験

命をつなぐ　～照明付ドクターへリポート完成～
「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」申請受付
国民健康保険税をお知らせします
後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ
矢部ある記⑦－「矢部の八名山」

【今月の主な内容】
2～5
6～7
8～９
10～11
14

広報
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を
つ
な
ぐ

照
明
付
ド
ク
タ
ーヘ
リ
ポ
ー
ト

市
内
４
か
所
に
完
備

命

　救急専用の医療機器を装備し、救
急医療の専門医師と看護師が搭乗
した専門ヘリコプターです。操縦士
1人、整備士1人、医師1～ 2人、看
護師1人が搭乗し、1 ～ 2人の救急
患者に対応することができます。消
防機関等からの出動要請に基づき、
医療スタッフが救急現場に向かい、
現場と救命救急センターに搬送する
までの間、患者に救命医療を行いま
す。福岡県は全国で5番目に配備さ
れ、久留米大学病院高度救命救急
センターを基地病院としています。
　また、久留米大学病院は災害拠
点病院としてＤＭＡＴ（災害派遣医
療チーム）隊員も３隊編成され、ド
クターヘリの機動力を生かして災害
救急にも貢献しています。 ドクターヘリ出動件数

ドクターヘリ緊急要請
必要件数

（8:30～17:30）

（17:30～19:30）

（八女消防本部管内）

ドクターヘリとは ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
国

の
地
域
医
療
再
生
臨
時
特

例
交
付
金
を
使
い
、
酒
井
田
、
黒

木
総
合
支
所
、
矢
部
村
、
星
野
村

の
４
か
所
に
整
備
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
出
動
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
日
没
30
分
前
ま
で
で
す
が
、
照

明
設
備
を
備
え
た
こ
と
に
よ
り
、
日

没
後
30
分
程
度
ま
で
運
航
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
後
、
北
九
州
市
に
次
い
で

２
番
目
の
広
さ
と
な
っ
た
八
女
市

は
、
東
部
に
高
齢
者
世
帯
の
多
い

中
山
間
地
域
を
抱
え
て
お
り
、
最

寄
り
の
病
院
ま
で
車
で
一
時
間
以
上

を
要
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
地
域
か
ら
久
留
米
大
学

病
院
ま
で
５
～
15
分
ほ
ど
で
到
着

が
可
能
に
な
り
、
治
療
開
始
ま
で
の

時
間
短
縮
が
で
き
、
救
命
率
の
向

上
や
後
遺
症
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
三
田

村
市
長
は
「
市
内
４
か
所
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
完
成
は
、
一
人
、

二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
が

多
い
中
山
間
地
に
住
む
皆
さ
ん
に
、

大
き
な
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
日
没
後
30
分
と
い
う
交
通
量
の

多
い
時
間
帯
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る

の
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
運

航
す
る
久
留
米
大
学
病
院
の
坂
本

照
夫
院
長
は
「
完
成
し
た
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
自
然
災
害
時
の
自

衛
隊
や
防
災
ヘ
リ
な
ど
の
拠
点
と
し

て
救
助
や
医
療
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
住
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
わ
れ
わ
れ
も
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
式
典
後
に

は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
到
着
。
多
く
の
人
が
見
守
る
中
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
救
急
車
と
の
連
携

訓
練
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
か
ら
市
内
４
か
所
に
整
備
し
て
い
た
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
完
成
し
、
５
月
22
日
㈭
黒
木
総
合
支
所
で
完
成
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
に
照
明
設
備
を
完
備
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
日
没
後
30
分
程
度
ま
で
運
航
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
交

通
事
故
の
多
い
帰
宅
時
間
帯
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

平成23年 16件
平成24年 31件
平成25年 20件

平成23年 18件
平成24年 20件
平成25年 22件

ドクターヘリの内部
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▽
じ
め
じ
め
と
し
た
梅
雨
が
明
け
、

ま
ぶ
し
い
光
と
真
っ
青
な
夏
空
が
広

が
る
７
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な
ど
の

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
▽
私
は

同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
人
々
の
関

心
の
強
さ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
心
は
や
が
て
正
し

い
知
識
と
な
り
、
必
ず
問
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
に
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。
▽
個
人
の
尊
厳
が
大

切
に
さ
れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
自

由
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
に

は
、
そ
れ
を
正
し
く
受
け
止
め
る
知

識
と
想
像
力
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
人
権
啓
発
事
業
が
継
続

さ
れ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
▽

こ
の
類
い
の
事
業
に
は
派
手
さ
が
な

く
、
毎
年
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
一
人
で
も

多
く
の
人
の
関
心
を
引
く
よ
う
な
工

夫
が
毎
回
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
楽
し
く
か
つ
勉
強
に
な
る
企
画

を
用
意
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

同和問題啓発事
業への参加を

⑩市長 コラム

mayor's column

　都会では6～7分で救急車が到着し、病院も多いので
すぐに治療を受けることができますが、山間部などへき地
では救急車到着まで30～40分かかるようなこともありま
す。しかし、ドクターヘリを使うことでその格差がなくな
り、へき地でも都会と同じような医療を受けることができ
ます。その典型としてドクターヘリのヘリポートを作って
過疎地に降りられるようにするというのは非常に大事なこ
とだと思います。
　また、山間部などに住むお年寄りは、そこに住み続けた
いという思いをもってありますが、医療や福祉が乏しいの
で、充実した都会に移らなくてはいけないという話も聞き

ます。ドクターヘリは、住民の皆さんにとってより住みや
すいまちにするための一つの手段でもあります。
　ドクターヘリは有視界飛行なので、日没30分前までに
要請するようになっており、日没過ぎたら照明が整備され
たヘリポート以外に離着陸できません。実際に日没前の
出動時に診療途中にドクターヘリを返さなくてはいけない
ようなことも何度かありました。しかし、今度からそうし
たことをしなくても良くなりました。照明付ヘリポートは、
全国的にも初めての試みであり、この八女市の取り組み
は今後のへき地医療のモデルとなることでしょう。また、
このヘリポートはドクターヘリだけのヘリポートではあり
ません。八女市のヘリポートは、警察でも消防でも自衛隊
でも使えるヘリポートであり、救急医療以外に災害など
有事の際に大きく役立つことが期待されます。

久留米大学病院長
久留米大学病院高度救命救急センター長

坂本照夫さん

へき地医療のモデルに

黒木総合支所ドクターヘリポート星野村平和の広場ドクターヘリポート

矢部村高巣公園ドクターヘリポート酒井田ドクターヘリポート

構造物アルミデッキ
（3.5ｍ高）
◦所在地
黒木町今1249
◦着陸帯
21ｍ×21ｍ

コンクリート
◦所在地
矢部村北矢部9452-3
◦着陸帯
14.5ｍ×17.5ｍ

天然芝
◦所在地
星野村10821-1
◦着陸帯
20ｍ×20ｍ

天然芝
◦所在地
酒井田246
◦着陸帯
20ｍ×20ｍ

市
内
に
整
備
さ
れ
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
。
有
事
の
際
な

ど
に
は
上
空
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
照
明
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ドクター
ヘリポート
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隣
組
単
位
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
受

講
く
だ
さ
い
。
１
１
９
番
通
報
の
際

に
も
口
頭
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
女
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
応
急
手
当
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

救
急
教
室
前
の
予
備
知
識
や
復
習

な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
火
災
と
同
じ
よ
う
に
、
最
近
で

は
救
急
に
対
し
て
も
予
防
が
大
切

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。予
防
と
は
、

心
肺
停
止
に
な
る
前
に
何
ら
か
の

症
状
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
へ

行
く
こ
と
。
救
急
搬
送
の
約
６
割

は
高
齢
者
で
す
。
言
葉
が
よ
く
し
ゃ

べ
れ
な
く
な
る
、
ど
ち
ら
か
の
手
に

力
が
入
ら
な
い
、
な
ど
の
症
状
は
脳

血
管
の
つ
ま
り
や
出
血
の
知
ら
せ
で

す
。
動
悸
や
胸
が
苦
し
い
状
態
が

20
分
以
上
続
い
た
ら
、
心
臓
の
疾

患
を
疑
い
早
め
に
病
院
へ
行
き
ま

し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
泳

ぐ
時
は
大
人
が
監
視
し
子
ど
も
た

き
出
す
の
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
人
が
倒
れ
意
識
や
呼
吸
が

な
か
っ
た
ら
、
ま
ず
は
１
１
９
番
通

報
（
※
）
す
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の

間
、
居
合
わ
せ
た
人
が
救
命
処
置

（
一
次
救
命
処
置
）
を
施
す
こ
と
で
、

専
門
家
に
よ
る
集
中
治
療
（
二
次

救
命
処
置
）
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。

　
１
１
９
番
通
報
が
あ
り
現
場
に

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
全
国
平

均
で
８
分
、
八
女
消
防
本
部
管
内

で
は
平
均
７
・
２
分
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
た

ら
、
救
急
隊
が
到
着
し
て
か
ら
処

置
を
し
て
も
心
臓
は
な
か
な
か
動

き
出
し
ま
せ
ん
。
と
っ
さ
の
時
の
処

置
は
、
そ
の
時
、
現
場
近
く
に
い
た

人
や
通
り
が
か
り
の
人
に
し
か
で
き

な
い
の
で
す
。

　
消
防
署
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
救
命
・
応
急
処
置
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
頃
か
ら

救
急
教
室
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

救
命
の
リ
レ
ー
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　
突
然
の
け
が
や
病
気
の
時
に
、

近
く
に
い
る
人
が
で
き
る
手
当
を

『
応
急
手
当
』
と
い
い
ま
す
。
病
院

へ
着
く
ま
で
に
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気
の
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
で
突
然
倒

れ
て
意
識
や
呼
吸
が
な
く
な
っ
た

り
（
心
肺
停
止
）、
川
で
お
ぼ
れ
意

識
が
な
く
な
っ
た
り
し
た
人
に
対
し

て
で
き
る
応
急
手
当
の
こ
と
を
『
救

命
処
置
』
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
中
の
八
女
消
防
本
部

区　分
八女市 広川町 高速道

その他
合
計八女

消防署
上陽
分署

立花
分署

八女東
消防署

星野
分署

矢部
分署

広川
分署

急　病 861 88 278 335 78 35 435 12 2,122
交　通 192 9 45 36 3 2 78 12 377
一　般 247 26 75 92 20 12 108 3 583

転院搬送 277 6 10 84 16 4 151 0 548
その他 47 11 14 22 15 3 27 0 139
合　計 1,624 140 422 569 132 56 799 27 3,769

応
急
手
当
講
習
の
受
講

救
命
処
置
が
命
を
救
う

ま
ず
は
予
防

管
内
の
救
急
出
動
件
数
は
３
７
６

９
件
で
、
そ
の
う
ち
呼
吸
と
脈
の

な
い
人
の
搬
送
件
数
は
１
０
５
件

で
し
た
。
１
０
５
件
の
う
ち
、
救
急

車
内
で
呼
吸
と
脈
が
再
開
し
た
人

は
６
人
。
い
ず
れ
も
救
急
隊
員
が

到
着
す
る
ま
で
に
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
救
命
処
置
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
な
ぜ
心
肺
停
止
の
患
者
に
救
命

処
置
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
心

臓
が
止
ま
り
脳
に
酸
素
が
15
秒
い

か
な
い
と
意
識
が
な
く
な
り
、
心

臓
が
３
～
４
分
止
ま
る
と
再
度
動

私
た
ち
は
突
然
け
が
や
病
気
を
し
た
り
、
そ
の
よ
う
な
場
面
に
い
つ
遭
遇
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
、
近
く
に
い
る
人
が
行
う
「
早
い
通
報
」「
早
い
応
急

手
当
」、救
急
隊
員
に
よ
る
「
早
い
救
急
処
置
」、医
師
に
よ
る
「
早
い
救
命
医
療
」
と
、そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
人
が
連
携
す
る
こ
と
を
「
救
命
の
リ
レ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
救
命
リ
レ
ー
の
大
切
さ
と
私
た
ち
の
役
割
に
つ
い
て
八
女
消
防
本
部
よ
り
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

八女消防本部　救急救命士
井上弘一さん

平成 25 年中
八女消防本部管内

救急発生状況

1日当たり
約10.3 件

の割合

命を
　つなぐ
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ち
だ
け
で
泳
が
せ
な
い
。
家
の
中

で
誤
飲
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
に
通
る

大
き
さ
の
も
の
、
洗
剤
・
薬
等
は

小
さ
い
子
ど
も
の
手
の
届
く
所
に
は

置
か
な
い
。
自
動
車
に
乗
せ
る
時

に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
、

自
転
車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
す
る
な
ど
で
予
防
で
き
ま
す
。

　「
心
停
止
の
予
防
」「
早
期
認
識

と
通
報
」「
一
次
救
命
処
置
」「
二
次

救
命
処
置
」
の
４
つ
の
輪
が
素
早
く

つ
な
が
る
こ
と
で
救
命
効
果
が
高
ま

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る

人
が
連
携
す
る
こ
と
を
「
救
命
の
リ

レ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
八
女
市
内
に

４
か
所
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
整

救
命
の
リ
レ
ー
に
参
加
を

万が一の時にＡＥＤ

救
命
講
習
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い

「
一
般
市
民
向
け
応
急

手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
」

も
ご
覧
く
だ
さ
い

　

八
女
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
一
般
市
民
向
け
応
急
手
当
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
習
」
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　公共機関や人が多く集まる施設等には、『ＡＥＤ（自
動体外式除細動器）』が設置されています。心肺停止
になった人に電気ショックを行う機器で、音声メッセー
ジに従うだけで一般の人でも簡単に操作できます。救
急隊が到着するまでの間に電気ショックを実施した場
合、実施しなかった場合に比べ約２倍（38.２％）の
社会復帰率となっています。万が一の時に設置されて
いるＡＥＤを探してみて、救命に役立ててください。

【応急手当と救命の曲線】
　脳は、心臓が止まると15 秒
以内に意識がなくなり、3 ～ 4
分以上そのままの状態が続く
と回復することが困難になりま
す。心臓が止まっている間、心
肺蘇生によって脳や心臓に血
液を送り続けることがＡＥＤの
効果を高めるとともに、心臓の
動きが戻ったときに後遺症を残
さないためにも重要です。

【
普
通
救
命
講
習
】

３
時
間
～
４
時
間

心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
、

窒
息
の
手
当
、
止
血
の
方
法

【
上
級
救
命
講
習
】　

8
時
間

普
通
救
命
講
習
と
傷
病
者
の
管
理
、

外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習
】　

24
時
間
（
8
時
間
×
３
日
）

救
急
教
室
、
普
通
救
命
講
習
の
指

導
要
領
を
学
ぶ
コ
ー
ス

備
さ
れ
、
専
門
医
に
よ
る
集
中
治

療
が
１
分
で
も
２
分
で
も
早
く
行
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
照
明
装
置
が
つ
い
た

こ
と
で
少
し
で
も
長
く
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
要
請
で
き
る
こ
と
は
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
も
消
防
署
に
と
っ
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
に
安
心
す
る
こ
と
な
く
、
傷

病
者
の
命
を
救
い
社
会
復
帰
を
導

く
た
め
に
、
も
し
も
の
際
に
は
勇
気

を
も
っ
て
あ
な
た
自
身
が
『
救
命
の

リ
レ
ー
』
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
近
く
の
消
防
署
・
分
署

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

生活習慣病とは
　生活習慣病とは、偏った食生活や運動不足、
喫煙、ストレスなどの悪い生活習慣の積み重ね
によって引き起こされる病気の総称です。代表
的なものには糖尿病、脂質異常症、高血圧、肥
満などがあります。このほか心筋梗塞、狭心症、
脳梗塞、がん、なども生活習慣病に入ります。

健診でわかる体の中の変化
　心筋梗塞や脳卒中はある日突然起こると考え
がちですが、血圧や血糖が少しずつでも高い状
態が長期間続くことで徐々に血管が傷んで起こ
ります。しかし、発症するまで自覚症状はほと
んどありません。そこで、ご自身で高血圧や高
血糖など血管を傷めるリスクがないか知ってい
ただく唯一の方法が健診です。八女市では 6 月
から住民健診が始まりました。詳しい内容につ
いては「住民健診ガイド本」をご覧ください。

毎年継続して健診を受けることが大切
　健診を受診すると症状にでない病気の芽を見
つけ、生活習慣を変えることで病気にならない
ように予防することができます。また、すでに
生活習慣病で治療している方も、毎年継続して
健診を受けることで、病気が改善しているのか、
悪化しているのかが分かります。もし悪化して
いる場合は、今後どうすれば病気の進行を止め、
改善することができるのかを見直すことができ
ます。何年かの健診データを比べてみることで
自分の体の状態をより具体的に知ることができ
ます。ぜひ健診を受けてください。

心筋梗塞
・

狭心症・
脳

梗塞・ガ
ン

を防ごう

生
活
習
慣
病
の
予
防
・

改
善
に
住
民
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
の
予
防
は
、

ま
ず
自
分
の
体

の
状
態
を
知
る

こ
と
か
ら
。

健康推進課 ☎ 23・1352（保健指導係）
☎ 23・1201（保健総務係）

【
※
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
】

１
１
９
番
通
報
の
際
は
、
な
る

べ
く
固
定
電
話
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
固
定
電
話
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
場
所
が
素
早
く
特
定

で
き
、
迅
速
に
対
応
で
き
ま
す
。
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平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
影
響
に
配
慮
し
、
臨
時
的
・
暫
定

的
な
措
置
と
し
て
、
今
回
に
限
り
所
得
の
低
い

人
々
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、
子
育
て
世
帯

に
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
給
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
両
方
に
該
当
さ
れ
る
場
合

は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
み
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
平
成
26
年
１
月
１
日
に
八

女
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
人
で
、
受
給
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
人
（
世
帯
）
に
は
、
６
月

30
日
に
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
配
達
の

状
況
等
に
よ
り
、
申
請
書
が
届
く
ま
で
に
数
日

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
申
請
の
受
付
は
７
月
１
日
㈫
か
ら
開
始
し

ま
す
。

※
申
請
を
さ
れ
て
も
審
査
の
結
果
、
対
象
外
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
対
象
の
公

務
員
の
人
へ
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

書
類
を
各
職
場
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
が
７
月
１
日
㈫
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
人
（
世
帯
）
に
は
、
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま
す

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

⃝給付対象者
平成26年度分の住民税（市町村民税〈均等割〉）が課
税されていない人が対象です。
※ただし、以下の人は除きます。
▷課税されている人に扶養されている人
▷生活保護の受給者　など
⃝給付額
▷1人につき10,000円（年齢不問）
▷加算対象者には1人につき5,000円を加算
≪加算対象者≫
▷老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受
給者
※平成26年3月分受給権があり、4月分または5月分の年
金の支払いがある人が対象です。
▷児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
※平成26年1月分の手当等を受給している人が対象です。

⃝給付対象者
次のどちらの要件も満たす人が対象です。
①平成26年1月分の児童手当・特例給付

※
を受給

②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満
※特例給付とは、児童手当の所得制限限度額以上の人に
ついて、児童1人当たり月額5,000円給付しているものです。
⃝対象児童
給付対象者の平成26年1月分の児童手当・特例給付の
対象となる児童。 
※ただし、 以下の人は除きます。
▷「臨時福祉給付金」の対象となる児童
▷生活保護の受給者となっている児童 など 
⃝給付額
▷対象児童1人につき10,000円 

臨時福祉給付金

給付要件

申請は郵送で

給付要件

子育て世帯臨時特例給付金
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【
申
請
方
法
】

　

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
人

（
世
帯
）
に
は
、
６
月
30
日
に
申
請

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
人
は
、
原
則
と
し
て
郵
送
に

よ
る
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
申
請
書
同
封
チ

ラ
シ
や
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

▽
７
月
１
日
㈫
～
12
月
31
日
㈬

※
消
印
有
効

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
八
女
市
臨
時
給
付
金
担
当

☎
２
４・８
０
９
１

☎
２
４・８
０
９
２

※
郵
便
で
の
提
出
が
困
難
な
場
合
、

次
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
窓
口
申
請
】

⃝

窓
口
受
付
期
間

▽
７
月
１
日
㈫
～
12
月
26
日
㈮

⃝

受
付
窓
口
・
時
間

▽
本
庁
１
０
２
会
議
室
「
臨
時
給

付
金
担
当
」
窓
口
／
平
日
９
時
～

16
時
30
分
（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
７
月
中
の
水
曜
日
は

９
時
～
19
時

▽
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
窓
口

／
平
日
９
時
～
16
時
30
分（
土・日
、

祝
日
を
除
く
）

臨時福祉給付金の
給付対象者となる
可能性があります。
（１万円）

臨時福祉給付金

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

加算対象の基礎
年金・児童扶養
手当等を受給し
ていますか。

臨時福祉給付金の
給付対象者となる可
能性があります。
（加算を含む1万5千円）

生活保護を
受けていますか。

い
い
え

は
い

は
い

は
い

は
い

はいいいえ

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え 26年度分の住民

税（市町村民税の
均等割）が課税さ
れていますか。

26年度分の住民
税が課税されて
いる人に扶養さ
れていますか。

対象ではありません。

25年の所得は制
限額以上ですか。

対象ではありません。
※保護基準の改定で
消費税率の引き上げ
による負担増に対応
しています。

26年1月分の児
童手当等を受給
していますか。
（中学生以下の児
童がいますか。）

※当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。
※基準日は平成26年1月1日です。

子育て世帯臨時特
例給付金の給付対
象者となる可能性が
あります。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
八
女

市
に
避
難
し
て
い
る
人
で
、
事
情
に
よ
り

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
、
八
女
市
に

住
民
票
が
な
い
人
で
も
八
女
市
で
給
付
金

を
受
け
取
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
事
前
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
該
当

さ
れ
る
人
は
、
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学

習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３・１
３
１
４
）

▼
市
・
県
・
国
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か

ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
臨
時
給
付
金
の
た
め
に
手
数
料
な
ど
の
振

込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
・
県
・
国
な

ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
が
か
っ
て
き

た
り
、
不
審
な
郵
便
が
届
い
た
り
し
た
ら
、

迷
わ
ず
上
記
の
八
女
市
臨
時
給
付
金
担
当

や
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を

理
由
に
避
難
し
て
い
る
人
へ

「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個
人
情

報
の
詐
取
」な
ど
の
臨
時
給
付

金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
�

対象者診断チャート こ
こ
か
ら

診
断
ス
タ
ー
ト

☝
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国
保
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
病
気
や
け
が
、
出
産
や
死
亡
の

際
に
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
、

国
保
税
は
そ
の
大
切
な
財
源
の
ひ

と
つ
で
す
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
、
世

帯
主
で
す
。
税
額
は
、
世
帯
の
国

保
加
入
者
全
員
の
「
医
療
分
」「
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
（
以
下
、
支

援
分
）」
の
所
得
割
、
資
産
割
（
医

療
分
の
み
）
お
よ
び
均
等
割
、
平

等
割
の
合
計
に
な
り
ま
す
。
40
歳

か
ら
64
歳
の
国
保
加
入
者
が
い
る

場
合
は
、
こ
れ
に
「
介
護
分
」
が

加
わ
り
ま
す
（
表
①
参
照
）。

今
回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書

は
平
成
26
年
度
の
税
額
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
、
納
付
は
７
月
か

ら
３
月
ま
で
の
９
期
（
年
金
天
引

き
の「
特
別
徴
収
」の
世
帯
は
６
期
）

に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
に
社

保
加
入
や
離
脱
、
転
入
や
転
出
な

ど
の
異
動
届
を
提
出
し
た
世
帯
は
、

そ
の
異
動
に
よ
り
月
割
計
算
し
た

税
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
の
異
動
分
は
そ
の
つ

ど
計
算
を
行
い
、
窓
口
で
計
算
で

き
な
い
分
は
異
動
月
の
翌
月
以
降

に
税
額
を
計
算
し
て
、
変
更
後
の

税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
年
度

途
中
で
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
被
保
険
者

の
分
は
、
あ
ら
か
じ
め
誕
生
日
の

前
月
ま
で
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
加
入
し
た
月
か
ら
計

算
し
、
月
割
で
課
税
し
ま
す
。
こ

の
「
加
入
し
た
月
」
と
は
届
出
日

で
は
な
く
、
実
際
に
転
入
し
た
日

や
会
社
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

日
を
含
む
月
で
す
。
届
出
が
遅
れ

た
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
と
、

国
保
税
は
年
金
天
引
き
の
「
特
別

徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
お

り
、
世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が

65
歳
～
74
歳
で
あ
る
。

②
国
保
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
。

③
国
保
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
対
象
者
で
、
そ
の
介
護

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
１
／
２

を
超
え
な
い
。

今
年
度
、
初
め
て
特
別
徴
収
に

な
る
世
帯
は
、
第
１
～
３
期
（
７

～
９
月
）
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
、

残
り
の
第
４
～
９
期
分
を
10
月
、

12
月
、
２
月
の
３
回
に
分
け
て
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
す
で
に
特
別
徴
収
の
世

帯
は
、
平
成
26
年
２
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
し
た
の
と
同
額
を
「
仮

徴
収
」
と
し
て
４
・
６
・
８
月
に

天
引
き
し
ま
す
。
そ
し
て
年
税
額

が
決
定
し
た
後
、
仮
徴
収
分
を
差

し
引
い
た
額
を
10
・
12
・
２
月
の

３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き

で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
国
保
税
が
特
別
徴
収
の

世
帯
ま
た
は
10
月
か
ら
納
付
方
法

が
特
別
徴
収
に
な
る
世
帯
で
、
普

通
徴
収
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
納
付
方
法
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ま
で
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
場

合
で
口
座
振
替
の
み
で
す
。

前
年
度
の
世
帯
の
所
得
が
基
準

医療分 後期支援分 介護分（40 ～ 64歳の人）
所得割 （平成25年中の総所得額等－33万円）×7.2％ （平成25年中の総所得額等－33万円）×2.7％ （平成25年中の総所得額等－33万円）×2.2％
資産割 平成26年度の固定資産税×17.0％ ― ―
均等割 被保険者１人当たり　23,000円 被保険者１人当たり　7,300円 被保険者１人当たり　8,000円 
平等割 １世帯当たり　22,000円 １世帯当たり　7,000円 １世帯当たり　7,000円

賦課限度額 510,000円 160,000円 140,000円

平成26年度の国民健康保険税の税率表（表①）

特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に

変
更
し
た
い
場
合

世
帯
の
所
得
に
よ
る
軽
減 

◦国民健康保険税は、医療分＋後期支援分＋介護分（40 歳以上 65 歳未満の国保加入者）の合計になります。
◦所得割、資産割、均等割は被保険者ごと、平等割は世帯ごとに計算します。
◦医療分、後期支援分、介護分のそれぞれを計算した税額が限度額を超えた場合、賦課限度額の税額になります。

特
別
徴
収

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
、
減
免
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

変更！ 変更！

平
成
26
年
度

本
年
度
の
八
女
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
、
国
保
税
）
の
税

率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
７
月
中
旬
ご
ろ
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
の
被
保
険
者
が
い
る
世
帯
に
、
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま

す
。
本
年
度
の
税
率
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
賦
課
限
度
額
と

軽
減
措
置
の
所
得
基
準
額
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。



額
以
下
の
場
合
、
そ
の
基
準
に
応

じ
て
国
保
税
の
均
等
割
と
平
等
割

を
７
割
、
５
割
、
２
割
に
軽
減
し

ま
す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
、

今
回
送
付
の
納
税
通
知
書
に
は
軽

減
後
の
税
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
基
準
額
な

ど
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

前
年
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
世
帯
で

は
軽
減
割
合
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
な
い
と
世
帯
の
所
得
が

分
か
ら
な
い
た
め
、
軽
減
の
判
定

が
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
た
人
の
給
与
所
得
を
１

０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
保
税

を
計
算
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
発
行
し
た
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離

職②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
が
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34

③
離
職
時
の
年
齢
が
65
歳
未
満

【
軽
減
期
間
】

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で

※
６
月
ま
で
に
申
請
し
た
人
の
納

税
通
知
書
に
は
、
軽
減
後
の
額
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

世
帯
の
所
得
に
よ
る
国
保
税
の

軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
国

保
か
ら
後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険

へ
移
っ
た
人
（
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
）
が
い
る
場
合
、
世
帯
主
や

世
帯
の
人
員
、
収
入
に
変
更
が
な

け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
述
の
特
定
同
一
世
帯
所
属
者

が
い
る
こ
と
で
、
国
保
加
入
者
が

１
人
に
な
る
世
帯（
特
定
世
帯
）は
、

平
等
割
が
５
年
間
２
分
の
１
に
な

り
、
そ
の
後
３
年
間
は
４
分
の
３

に
な
り
ま
す
。

特
定
世
帯
の
軽
減
の
基
準
日
は

４
月
１
日
で
す
。
年
度
途
中
に
世

帯
主
が
変
わ
る
場
合
、
そ
の
月
か

ら
軽
減
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
社
会
保
険
加
入
者

が
75
歳
到
達
な
ど
で
後
期
高
齢

者
の
医
療
保
険
に
な
り
、
そ
の
被

扶
養
者
が
国
保
に
加
入
す
る
場
合

や
、
災
害
に
よ
り
著
し
く
納
税
能

力
を
失
っ
た
場
合
な
ど
も
、
国
保

税
の
一
部
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
は
、
そ
の
事
由
を
証
明
す

る
書
類
を
添
え
た
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
保
税
の
平
等
割
の
軽
減

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
っ
た
人
が
い
る
世
帯
の
軽
減

　現在お持ちの「認定証」は、7月31日で有効期限が切
れます。引き続き、8月以降も「認定証」が必要な人は
8月中に更新の手続きをしてください。「認定証」は申請
月の初日から有効となります（この「認定証」は入院・
高額外来時に必要になります。医療機関へ提示するとひ
と月の自己負担限度額までの請求となります）。なお、8
月以降に窓口で交付する「認定証」の有効期限は平成
26年12月31日までとなります。
◦場所＝市民課国保年金係または各支所国保担当窓口
◦持ってくるもの＝▽国民健康保険証▽現在お持ちの

「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担
額減額認定証」▽世帯主の認め印
※非課税世帯の人で、過去１年間に91日以上入院した場
合、長期入院の認定をするためには領収書（最近分で
91日以上）が必要となります。
※重度障害者医療証をお持ちの人で住民税非課税の世
帯に属する人は、医療機関で「認定証」を提示すると、
自己負担日額500円が300円に減額されます。
※「認定証」をお持ちでなく、入院等の予定のある人は、
事前に国保担当窓口までご相談ください。

　国民健康保険加入者で、70歳以上75歳未満の人（後
期高齢者医療制度加入者は除く）は、7月31日で受給者
証の有効期限が切れます。7月中に新しい受給者証を送
付します。期限の切れた受給者証は回収しませんので、
各自で処分してください。
※7月2日～ 8月1日の間に70歳になる人には、交付式で
お渡ししますので、別途通知します。

認定証・高齢受給者証の有効期限は7月31日です

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減
額認定証」の更新

「国民健康保険高齢受給者証」の更新

▼
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▼
黒
木
総
合
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市

民
・
税
務
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▼
立
花
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民
係

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▼
上
陽
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▼
矢
部
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▼
星
野
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税
と
認

定
証
・
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
の
手

続
き
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

国民健康保険加入者で、
認定証などをお持ちの人へ

認定証の更新は８月中
に手続きが必要です

広報やめ　2014.7.19
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保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る｢

被
保
険
者
均
等
割
額｣

と
、
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割

額
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、

年
額
57
万
円
が
上
限
で
す
。

▽
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
同
じ

基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

▽
保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
一
人
に
か
か

り
ま
す
。
保
険
料
率
（
被
保
険
者
均
等
割

額
、
所
得
割
率
）
は
、
２
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年

度
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
総
所
得
金
額
等
と
は
、
前
年
中
の｢

公
的

年
金
等
収
入
―
公
的
年
金
等
控
除｣

、｢

給

与
収
入
―
給
与
所
得
控
除｣

、｢

事
業
収
入

―
必
要
経
費｣

等
の
合
計
額
で
、
各
種
所

得
控
除
前
の
金
額
で
す
。

※
公
的
年
金
等
の
収
入
の
み
の
人
で
、
年

額
が
１
５
３
万
円
以
下
の
場
合
は
、
総
所

得
金
額
等
は
33
万
円
以
下
と
な
る
た
め
所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度
で
は
、
平
成
25
年
度
の
保

険
料
軽
減
措
置
（
被
保
険
者
均
等
割
の
９

割
、
８・５
（
７
）
割※
１

、
５
割
、
２
割
軽
減
）

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
１
　
原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、

特
例
措
置
に
よ
り
「
８
・
５
割
軽
減
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下
（
公

的
年
金
の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
で

２
１
１
万
円
以
下
）
の
人
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
」
だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

平成26年度の保険料

被保険者
均等割額 所得割額

56,584円 ＋
総所得金額等 
－ 33万円

所得割率
11.47％

均等割額
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者および世帯主の
軽減対象所得金額

※

の合計額

9割軽減 5,658円 【33万円】以下かつ【被保険者全員が年金収入80万
円以下（その他各種所得がない）】

8.5⑺割軽減 8,487円 【33万円】以下

5割軽減 28,292円 【33万円＋24万5千円×被保険者数】以下

2割軽減 45,267円 【33万円＋45万円×被保険者数】以下

▽
均
等
割
額
の
軽
減

▽
所
得
割
額
の
軽
減

▽
被
用
者
保
険※

２
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
軽
減

※「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、
「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

保
険
料
は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
金
額
と
世
帯※

の
状
況
を
も
と
に
算
定

を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
皆
さ
ん
に
は
「
平
成

26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に
お

届
け
し
ま
す
。

※｢

世
帯｣

と
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
の
世
帯
（
75
歳
に
な
る
人
、

県
外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
は
そ
の
時
点
）
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。

×

保
険
料
額
の
算
出
方
法

保
険
料
の
軽
減

平成26年度
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割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
２
　
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保

険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康

保
険
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
を
さ
し
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組

合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

災
害
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
保
険
料
が
減
免

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
担
当

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
26
年
７

月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険

者
証
（
み
ず
色
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成

27
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ
て

お
り
、
７
月
下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
場
合
は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限

の
被
保
険
者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
と
き
は
、

新
し
い
被
保
険
者
証
（
み
ず
色
）
を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
み
ず
色
）
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
担
当

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
で

す
。
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自

己
負
担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
自
己

負
担
割
合
は
通
常
１
割
で
す
が
、
同
じ
世

帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人
の
市
町

村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

（
※
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
市
町
村
民
税
課
税
の
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
1

ま
た
は
2
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
担
当

窓
口
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
の
自
己
負
担
割

合
と
な
り
ま
す
。

1
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

2
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合
（
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
）

①
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

②
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
人
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円

未
満

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
で
あ
っ
て
も
、
前
年
の
12
月
31
日
現
在
に

お
い
て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ
り
、
同
じ

世
帯
に
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
あ

る
19
歳
未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に
は
、

世
帯
主
で
あ
る
被
保
険
者
の
市
町
村
民
税
の

課
税
所
得
か
ら
、
16
歳
未
満
は
１
人
当
た
り

33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満
は
１
人
当
た

り
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
後
の
額
が

１
４
５
万
円
未
満
と
な
る
と
き
は
、
１
割
の
自

己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
（
こ
の
場
合
の
申

請
は
不
要
で
す
）
。

現
在
、
使
用
中
の
限
度
額
適
用･

標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
減
額
認
定

証
と
言
い
ま
す
）
の
有
効
期
限
は
、
平
成

26
年
７
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

減
額
認
定
証
を
す
で
に
お
持
ち
の
人
で
、

平
成
26
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い

減
額
認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
同
封
し
て

お
届
け
し
ま
す
（
一
部
の
人
に
は
広
域
連

合
か
ら
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
）。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ

る
人
が
、
入
院
ま
た
は
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負

担
は
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食

費
・
居
住
費
の
負
担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
市
担
当
窓
口
で
の
申

請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
被
保
険
者
証

②
印
鑑

③
そ
の
他
（
非
課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を

証
明
す
る
も
の
や
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

保
険
料
の
減
免
制
度

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合

を
確
認
く
だ
さ
い

限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
が
８
月
に
更
新
で
す

問
い
合
わ
せ

▼
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

▼
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
・
税
務
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▼
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
係

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▼
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▼
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▼
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民
生

活
福
祉
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

▼
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２
６
５
１
・
３
１
１
１
）
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江
戸
時
代
の
士
農
工
商
と

い
う
身
分
制
度
と
、
そ
の

下
に
置
か
れ
た
賎
民
身
分

と
い
う
教
え
方
だ
っ
た
の

が
、
現
在
で
は
士
農
工
商

と
い
う
身
分
制
度
で
は
な

く
、
武
士
、
町
人
と
百
姓

と
い
う
区
分
に
分
か
れ
、
い

わ
ゆ
る
賎
民
身
分
と
さ
れ

た
人
た
ち
は
、
そ
の
下
の
身
分
で
は

な
く
、
そ
の
ほ
か
の
身
分
と
隔
離

さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
部
落

史
研
究
を
通
し
て
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
現
在
の
警
察
業
務
や
生

活
に
欠
か
せ
な
い
日
用
品
の
生
産

な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕

事
を
担
っ
て
い
た
こ
と
や
、
文
化
や

技
術
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
科
の
授
業
で
杉
田
玄
白
の

解
体
新
書
を
学
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、

腑
分
け
と
呼
ば
れ
る
人
体
の
解
剖

を
見
学
し
、
西
洋
医
学
書
の
正
確

さ
に
驚
く
玄
白
た
ち
の
挿
絵
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
時
腑
分
け
を
行
っ

て
い
た
の
が
、
当
時
厳
し
い
差
別
を

受
け
て
い
た
人
た
ち
で
し
た
。
彼
ら

の
生な

り

業わ
い

の
ひ
と
つ
と
し
て
死
牛
馬
の

解
体
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
腑

分
け
の
際
に
も
的
確
に
臓
器
の
場

所
等
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。厳
し
い
差
別
を
受
け
な
が
ら
も
、

す
。
そ
の
こ
と
と
社
会
科
の
部
落

問
題
学
習
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
歴
史
上

の
有
名
人
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
陰
で
優
れ
た
技
術
を
持
ち
、人
々

の
生
活
に
役
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
た

く
さ
ん
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
こ

と
。
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
が
間
違
っ

た
見
方
や
考
え
方
で
差
別
さ
れ
た

り
排
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
部
分

を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
学

級
づ
く
り
に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
義
務
教
育
に
お
け
る
部

落
問
題
学
習
は
、
こ
の
10
数
年
で

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
は

－ かけがえのない命が輝くまちをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
す
べ
て
の
授
業
に
お
い
て
言
え
る

こ
と
で
す
が
、
学
習
の
根
底
に
あ
る

の
は
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
の
中
で
、

こ
の
子
は
こ
ん
な
子
と
い
う
よ
う
な

固
定
観
念
と
い
う
か
決
め
付
け
た

よ
う
な
見
方
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

違
い
を
十
分
に
認
め
あ
い
き
れ
ず

に
、
い
じ
め
と
ま
で
は
言
え
な
く
て

も
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど

も
が
い
る
と
い
う
事
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
を
お
互

い
に
支
え
あ
え
る
よ
う
な
学
級
集

団
に
し
た
い
、
違
い
を
違
い
と
し
て

き
ち
ん
と
認
め
て
、
そ
の
子
の
個
性

と
し
て
認
め
あ
え
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
子
ど
も
に
育
て
て
中
学
校
に
送

り
出
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

　

７
月
は
、
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
。
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
に
対
し
て
、
県
を
あ
げ

て
そ
の
解
決
に
向
け
て
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
節
目
の
月
で
す
。
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
で
は
、
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
方
法
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
小
・
中
学
校
な
ど
の
人
権

教
育
で
、
同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
教
え
る
（
46・０
％
）」
で
し
た
。
し
か
し
、「
わ
ざ
わ
ざ
と
り
あ
げ
な
い
で
、

そ
っ
と
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
（
40
・
９
％
）」
と
い
う
意
見
も
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
度
に
木
屋

小
学
校
で
行
わ
れ
た
授
業
実
践
に
つ
い
て
、
黒
木
小
学
校
の
末
崎
悌
嗣
校
長
と
松
尾
加
代
子
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に

変
わ
っ
て
き
た
歴
史
観

違
う
角
度
で
見
て
み
る
と

助けあい、支えあえる関係づくりを

　

今
年
の
４
月
に
黒
木
小
・
笠
原
小
・
大

淵
小
・
木
屋
小
の
４
校
が
統
合
し
、
新
し

い
黒
木
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。様
々
な
子
ど
も
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
の
で
、
特
に
小
さ
な
学
校
か
ら

人
数
が一
気
に
増
え
て
環
境
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
そ
こ
に
な
じ
め
な
い
児
童
も
少
な
か

ら
ず
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
年
は
学

級
づ
く
り
や
集
団
作
り
に
重
点
を
置
き
、

友
達
と
仲
良
く
な
る
、自
分
の
名
前
を
は
っ

き
り
言
う
、
あ
い
さ
つ
や
返
事
を
し
っ
か
り

す
る
等
の
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
こ
う
と
、
全
職
員
の
共
通
認
識
の
も
と

で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
根

幹
と
な
る
部
分
が
人
権
・
同
和
教
育
の
理

念
で
あ
る
自
分
を
大
切
に
し
、
友
達
も
同

じ
よ
う
に
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
思
い
や

り
の
心
で
す
。
お
互
い
に
助

け
あ
い
、
支
え
あ
え
る
関
係

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
毎
日

の
授
業
や
学
校
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

松ま
つ

尾お　

加か

よ

こ
代
子 

先
生

黒木小学校　末
すえ

崎
ざき

 悌
て い じ

嗣 校長

「
部
落
問
題
学
習
を

通
し
て
」
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◦日時＝7 月12日㈯
13 時 30 分～
◦内容＝講演「混迷の時
代を生きる“ 命の重さ”」
／講師＝江川紹子さん

（ジャーナリスト）

※両会場ともに手話通訳・要約筆記あり
※託児が必要な人は 10日前までに申し込みが
必要です。
※入場無料です。
◦問い合わせ・託児申込＝人権・同和政策課

（☎２３・１４９０）　

　

６
年
に
な
っ
て
、
社
会
の
授
業

で
百
姓
や
町
人
と
、
区
別
さ
れ
差

別
さ
れ
た
人
が
い
る
と
学
習
し
ま

し
た
。
差
別
は
、
今
始
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
差
別
さ

れ
て
つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
思

う
と
同
時
に
自
分
も
さ
れ
た
ら
と

て
も
い
や
な
気
持
に
な
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
差
別

さ
れ
た
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
考
え
て
み

る
と
、
私
も
以
前
に
同
じ
こ
と
を

し
て
い
た
ん
だ
と
思
い
、
な
ん
だ

か
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

･･･

中
略･･･

　

友
達
を
か
た
よ
っ
た
見
方
で
見

る
の
で
は
な
く
、
仲
良
く
し
て
い

く
方
が
友
達
も
自
分
も
楽
し
い
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
へ
ん

け
ん
を
な
く
せ
ば
、
日
本
中
、
世

界
中
が
楽
し
く
な
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
人
は
み
ん

な
人
権
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い

ま
す
。
人
権
と
は
、
人
が
み
な
幸

せ
に
生
き
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の

正
し
い
判
断
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
を
行
動
に
生
か

す
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
技
術
を
身
に

つ
け
、
医
学
の
進
歩
に
大
き
く
貢

献
し
た
人
た
ち
が
い
た
と
い
う
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
な
が
ら
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
自
分

が
快
く
思
わ
な
い
一
面
し
か
見
な
い

で
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
違
う
角
度
か
ら
見
て

み
れ
ば
、
い
い
所
や
長
所
も
持
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
見
方
を
す
る
よ
う

な
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
、
去
年
と
２
年
続
け
て
６

年
生
を
担
任
し
て
き
ま
し
た
が
、
部

落
問
題
学
習
を
通
し
て
子
ど
も
た

なぜなぜ人権

自
分
自
身
を
振
り
返
る

あ
る
児
童
の
意
見
文
よ
り

（
一
部
抜
粋
）

◦日時＝７月５日㈯ 13 時
30 分～
◦内容＝講演「ちひろトー
ク＆コンサート～金子み
すゞ の心とともに～」
／講師＝ちひろさん（歌
手・作曲家）

ち
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

少
し
排
除
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
子
ど
も

が
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の

支
え
で
学
級
全
体
が
ま
と
ま
っ
て
き

た
り
、
学
習
と
自
分
自
身
を
振
り

返
り
な
が
ら
仲
間
と
の
関
係
を
修

復
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
こ
の
学

習
を
通
し
て
、
改
め
て
部
落
問
題
学

習
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
し
、
自
分
自
身
を
も
う
一
度

振
り
返
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
は
こ
の
学
習
の
最
後
に
、

学
習
発
表
会
で
人
権
英
語
劇
を
行

い
ま
し
た
。「
桃
太
郎
」
を
題
材
に

し
た
劇
で
、
セ
リ
フ
は
全
て
英
語
で

す
。
物
語
も
お
じ
い
さ
ん
が
川
に
洗

濯
へ
行
っ
た
り
、
お
ば
あ
さ
ん
が
山

へ
柴
刈
り
に
行
っ
た
り
。
桃
太
郎
が

鬼
が
島
に
渡
っ
て
い
く
と
、
実
は
心

の
優
し
い
鬼
で
一
緒
に
仲
良
く
暮
ら

し
ま
し
た
と
い
う
お
話
で
す
。
私
た

ち
が
知
っ
て
い
る
物
語
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
桃
太
郎
の
劇
に
、
見
守
る

保
護
者
や
下
級
生
の
児
童
か
ら
は

笑
い
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
保

護
者
啓
発
も
兼
ね
た
こ
の
劇
は
、

思
い
込
み
や
固
定
観
念
に
少
し
で

も
気
づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
も

の
に
と
思
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
姿
を
通
し
て
、

保
護
者
や
地
域
に
向
け
て
少
し
で

も
啓
発
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「人権のまちづ
くり市民の集い」
を開催します

八女会場
（おりなす八女）

黒木会場
（黒木開発センター）

自分のよさに気づき、そして人のよさにも
気づいていく。そこから“自分らしさ”は
生まれてくるのではないでしょうか。
その気づきの場としての講演会です。どう
ぞご家族揃っておいでください。
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「
八
女
」
の
地
名
は
、
ご
存
じ
の
通
り
７
２

０
年
の
日
本
書
紀
に
登
場
し
ま
す
が
、「
矢
部
」

と
い
う
地
名
は
ず
う
っ
と
あ
と
、
南
北
朝
期

の
１
３
０
０
年
代
に
「
夜
部
」「
屋
部
」「
矢

部
」
の
文
字
が
見
え
る
の
が
最
初
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
字
典
で
は
、「
夜
」
は
昼
間
を
は
さ

ん
で
両
わ
き
に
あ
る
暗
い
時
間
・「
屋
」
は
家

に
か
ぶ
さ
る
屋
根
ま
た
は
お
お
い
か
ぶ
せ
る

も
の
と
説
明
が
あ
り
ま
す
。「
部
」
は
区
分
け

し
た
一つ
、
あ
る
い
は
ふ
っ
く
ら
し
た
小
高
い

丘
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
ら
か
ら
「
夜
部
」

は
昼
な
お
暗
き
奥
深
い
山
の
中
・「
屋
部
」
は

山
高
き
奥
づ
め
の
地
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
矢
部
」
に
つ
い
て
は
、
戦
に
必
要
な

矢
作
り
の
人
々
が
一
団
を
成
し
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
中
12
年
（
１
３
９
５
）、
大
友
軍
を
退

け
た
五
條
頼よ

り

治は
る
公
に
対
し
「
道
徹
を
退
散
さ

せ
た
は
大
慶
な
り
。
こ
れ
は
当
山
の
名
誉
で

あ
る
」
と
良

り
ょ
う

成せ
い

親
王
が
送
っ
た
褒
賞
文
の
添

え
書
き
に
、「
御
在
所
矢
部
大
杣
」
と
「
矢
部
」

の
字
が
見
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
書
紀
に
は
「
其
山
峯
岫
重
畳
且
美
麗

甚
」
と
、
奥
八
女
の
黒
木
・
星
野
・
矢
部
方

面
の
山
々
は
重
な
り
が
美
し
い
と
述
べ
ら
れ
、

第
11
代
中
司
謙
治
矢
部
村
長
が
そ
の
歴
史
的

な
美
に
目
を
付
け
ま
し
た
。

　
担
当
の
産
業
振
興
課
と
杣
の
ふ
る
さ
と
文

化
館
・
矢
部
公
民
館
が
合
議
、
①
景
観
・
眺

望
②
登
山
道
の
整
備
状
況
③
五
つ
の
旧
小
学

校
区
④
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
⑤
村
に
お
け

る
位
置
等
を
検
討
し
、
八
女
に
ち
な
み
釈
迦

岳
・
御
前
岳
・
猿さ

る
か
け駈

山
・
三
国
山
・
前ぜ

ん
門も

ん
岳
・

文も
ん

字じ

岳
・
高
取
山
・
城

じ
ょ
う

山
の
八
つ
を
選
び
ま

し
た
。
新
市
誕
生
の
年
、
平
成
22
年
の
こ
と

で
す
。

　

釈
迦
岳
は
標
高
１
２
３
０
ｍ
、
福
岡
県
一

の
高
峰
で
す
。
修
験
者
た
ち
が
修
行
の
途
、

石
の
釈
迦
像
を
安
置
し
た
の
が
山
の
名
の
由

来
で
す
。
二
体
の
う
ち
古
い
方
は
、
元
禄
五

年
（
１
６
９
２
）
の
刻
が
見
え
ま
す
。
切
り

立
つ
崖
の
上
の
頂
上
は
狭
い
で
す
が
、
最
高

峰
の
展
望
を
楽
し
み
、
直
角
に
近
い
崖
に
設

置
さ
れ
た
く
さ
り
や
ロ
ー
プ
で
登
り
下
り
す

る
と
、
修
行
者
の
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

　

御
前
岳
は
県
下
第
二
位
の
高
峰
で
、
１

２
０
９
ｍ
。
御
前
と
は
高
貴
な
人
の
呼
び
方

で
、
美
し
く
壮
大
な
三
角
山
は
、
そ
の
名
に

恥
じ
ま
せ
ん
。
日
向
神
に
天
孫
降
臨
伝
説

が
あ
り
ま
す
が
、
山
頂
が
降
臨
の
地
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
瓊に
に
ぎ瓊

杵の
み

尊こ
と

妃
の

木こ
の
は
な
の
さ
く
や
び
め

花
之
開
耶
姫
を
祀
る
社
が
建
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
山
は
、
筑
後
志
で
「
御お

ま
え前

山
」「
前

山
」、豊
後
国
志
に
「
田
代
山
」「
田
代
権
現
」、

日
田
郡
志
に
は
「
田
代
獄
」、
津
江
入じ

ゅ
て
い
ら
く

庭
楽

に
「
御ご

ぜ
ん
だ
け

前
獄
」、
豊
後
側
か
ら
は
「
権ご

ん
げ
ん
だ
け

現
嶽
」

と
呼
ば
れ
、
地
元
の
御
前
岳
を
加
え
「
御
前

岳
八
名
」に
な
り
ま
す
。呼
び
名
の
多
さ
に
も
、

こ
の
山
の
パ
ワ
ー・神
秘
性
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

三
国
山
は
９
９
４
ｍ
。
登
山
口
は
４
４
２

号
柴し

ば

庵い
お

よ
り
山
口
方
面
へ
。
頂
上
に
筑
後
・

豊
後
・
肥
後
と
三
国
の
国
境
標
が
あ
り
、
わ

ず
か
三
歩
で
三
つ
の
国
を
周
遊
し
ま
す
。
三

国
に
接
す
る
こ
と
が
名
の
由
来
で
、
戦
の
時

代
は
軍
事
的
に
大
切
な
地
で
し
た
。
頂
上
並

び
に
少
し
離
れ
た
鬼
の
洞
と
い
う
場
所
か
ら

の
眺
望
は
、
絶
句
も
の
で
す
。

　

猿
駈
山
９
６
８
ｍ
は
、
日
田
市
鯛
生
へ
の

途
矢
部
村
竹た

か
わ
ら原
か
ら
登
り
ま
す
。
猿
が
駈
け

回
る
ほ
ど
の
奥
山
で
、
進
軍
を
押
し
止
め
る

の
意
味
も
あ
り
、
軍
事
上
の
要
地
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
頂
上
は
杉
に
囲
ま
れ
見
通
し
が
利

き
ま
せ
ん
が
、
途
中
か
ら
見
え
る
竹
原
集
落

や
周
り
の
山
は
絶
景
で
す
。

　

前
門
岳
は
９
２
２
ｍ
。
登
山
口
へ
は
４
４

２
号
線
笹さ

さ

又ま
た

橋
手
前
を
右
折
。
山
の
名
は
、

御
前
岳
・
日
向
神
・
八
女
津
媛
神
社
・
良
成

親
王
御
所
ど
れ
か
の
前
門
と
い
う
意
味
が
あ

る
よ
う
で
す
。
途
中
の
渓
谷
も
素
晴
ら
し
く
、

山
の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
で
き
ま
す
。
頂
上

付
近
は
急
坂
で
す
が
、
頂
上
か
ら
の
大
展
望・

涼
風
を
堪
能
で
き
ま
す
。
七
月
末
か
ら
は
、

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
の
群
落

が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

文
字
岳
は
と
が
っ
た
８
０
７
ｍ
で
す
が
、

登
る
に
は
楽
な
山
で
す
。
登
山
口
は
４
４
２

号
線
西
園
橋
手
前
を
右
折
。
文
字
と
は
、
修

験
者
の
修
行
あ
る
い
は
学
問
に
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
都
付
近
で
は
文
字
は
銭
を

表
す
そ
う
で
、「
軍
用
金
」
の
保
管
地
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
杉
林
を
ぬ
け
る
風
が
涼

し
く
、
至
福
を
味
わ
え
ま
す
。

　

高
取
山
は
７
２
１ｍ
。
鶴
橋
を
渡
り
右
折

し
ダ
ム
の
北
側
か
ら
、
あ
る
い
は
矢
部
村
鬼

塚
よ
り
星
野
方
面
へ
向
か
う
途
中
か
ら
登
り

ま
す
。
高
取
と
は
、
高
禄
を
得
る
と
い
う
意

味
と
鷹
狩
り
の
山
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま

す
。
頂
上
は
東
・
南
・
西
方
が
開
け
、
御
前
・

釈
迦
か
ら
猿
駈
・
前
門
・
城
山
と
、
五
名
山

も
展
望
で
き
る
山
で
す
。
景
観
の
ぜ
い
た
く

さ
が
山
の
名
の
由
来
と
も
い
え
ま
す
。

　
城
山
は
矢
部
村
の
ほ
ぼ
中
央
、
市
役
所
矢

部
支
所
の
南
に
位
置
す
る
６
４
３
ｍ
の
山
。

矢
部
小
学
校
裏
か
ら
登
り
ま
す
。
南
北
朝
時

代
の
初
期
、
征
西
将
軍
懐か

ね

良な
が

親
王
に
随
従
し

た
五
條
頼
元
公
の
第
三
子
良よ

し
と
う遠

公
が
難
攻
不

落
の
高
屋
城
を
築
き
、
筑
後
東
部
を
守
っ
た

こ
と
が
名
の
由
来
で
す
。
そ
の
子
で
先
述
の

頼
治
公
も
こ
の
城
で
良
成
親
王
を
守
っ
た
こ

と
か
ら
、
大
切
な
も
の
を
守
る
力
を
有
す
る

山
と
し
て
、
登
山
者
に
大
人
気
で
す
。

［
参
考
］
矢
部
村
誌
・
星
野
村
史
・
広
辞
苑
・
漢

字
源　

久
留
米
地
名
研
究
会　

永
井
正
範
「
八

女
と
矢
部
」

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ⑦

矢
部
の
八
名
山

矢
部
の
起
こ
り

八
名
山
の
選
定

八
名
山
の
紹
介

矢部八名山の位置図
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
】

▽
匿
名
　
２
件

【
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育

及
び
少
子
化
対
策
事
業
】

▽
匿
名
　
１
件

【
環
境
保
全
事
業
】

▽
匿
名
　
３
件

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
特
定
の
事
業
】

▽
匿
名
　
２
件

※
５
月
末
現
在
累
計
額
＝

２
９
１
６
万
８
９
０
４
円

　
七
夕
は
一
年
間
の
重
要
な
節
句
を
あ
ら
わ
す

五
節
句
の
ひ
と
つ
に
も
数
え
ら
れ
、
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
日
本
の
行
事
で
す
。
一
般
的
に
は

７
月
７
日
の
夜
に
願
い
ご
と
を
書
い
た
短
冊
や

色
と
り
ど
り
の
飾
り
を
笹
の
葉
に
つ
る
し
、
星

に
お
祈
り
を
す
る
習
慣
が
今
も
残
り
ま
す
。

　
横
町
町
家
交
流
館
７
月
の
企
画
展
は
福
島
保

育
所
・
三
河
保
育
所
・
長
峰
保
育
所
・
八
幡
保

育
所
の
手
作
り
の
七
夕
飾
り
を
展
示
。
園
児
た

ち
が
願
い
を
込
め
て
作
っ
た
短
冊
や
、
保
育
所

の
趣
向
を
凝
ら
し
た
七
夕
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
７
月
２
日
㈬
～
７
月
27
日
㈰

⃝

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交

流
館
（
本
町
94
番
地
）
☎
２
３
・
４
３
１
１

七
夕
飾
り
展

7月の
横町町家
交流館の
催し

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼

（
敬
称
略
）

★祈願祭＝10 時～須賀神社
★おみこし巡幸＝15 時 30 分～17
時ごろまで幼児・小中学生・商工会
青年部・10 基・総勢 300 人が参
加します。

《コース》上陽公民館→上陽支所前
道路→保健センター前広場→上陽
支所前道路→上陽公民館
※子ども法被渡しは14 時 30 分から
上陽公民館で行います。
★豪雨災害復興応援チャリティイ
ベント（保健センター前広場）
17:30 ～オープニング／18:00キッズダ
ンス STUDIO COLOR ／ 18:25 キッズ
ダンスNew Children's ／ 18:50 ～中西
久美フルートコンサート／19:15 ～チャ
リティ抽選会／ 20:00 ～童衆太鼓
★問い合わせ＝八女市商工会上
陽支所（☎ 54・2851）

納涼花火
大会

観覧場所＝上陽保
健センター前広場
20 時 30 分～
　21時 30 分
★ 19 時 30 分 から
花火終了まで大門口
柴尾線の一部およ
び旧国鉄北川内駅
前線と堂山１線を交
通規制します。
★雨天時は順延

1,000発の
花火

7．15
㈫

《おみこし》
期日＝７月20日㈰ 21日㈷

《黒木納涼花火大会》
期日＝７月22日㈫ 20時～

場所＝大藤対岸

◦日時＝７月12日㈯９時～
◦場所＝宇佐八幡宮・岩崎公民館
◦問い合わせ＝文化課
　　（☎２３・１９８２）

祇園祭（黒木）

期日＝７月11日㈮７月14日㈪、15日㈫

祇園祭（星野）こっぱげ面

矢
部
川
物
語

◦
期
日
＝
９
月
13
日
㈯
◦
場
所

＝
宮
野
公
園
（
べ
ん
が
ら
村
横
）

今
年
度
は
９
月
13
日
㈯
に
宮
野
公

園
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
広
報
や
め
８
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
川
物
語
実

行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
支
援

課 

☎
２
３
・
１
２
２
４
）

花火
大会

岩崎の子ども川祭り

上陽祇園祭
7 15
㈫
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信
号
機
の
設
置
お
よ
び
管
理
は
警
察
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
八
女
警
察
署
で
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
信
号
機
の
手
前（
南

側
）
に
短
い
間
隔
で
も
う
一
つ
信
号
が
あ

り
ま
す
。
南
か
ら
北
へ
（
福
島
方
面
か
ら

城
島
方
面
へ
）
車
等
を
走
ら
せ
る
と
、
こ

の
二
つ
の
信
号
が
見
え
る
た
め
、
手
前
の

信
号
が
赤
の
場
合
で
も
見
間
違
え
て
先
の

青
信
号
を
見
て
通
過
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
る
た
め
、
先
の
信
号
は
あ
る
程
度
近

づ
か
な
い
と
見
え
な
い
よ
う
に
、
わ
ざ
と

暗
く
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
故
障
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

　
湯
気
の
下
交
差
点
（
五
差
路
）
の
城
島

方
面
の
青
信
号
が
昼
間
非
常
に
見
え
に
く

い
。
遮
光
板
の
角
度
が
悪
い
の
か
、
ラ
ン

プ
（
青
）
の
ワ
ッ
ト
数
が
小
さ
い
の
か
不

明
で
す
。
４
～
５
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
近

づ
か
な
い
と
分
か
ら
ず
、
点
検
し
て
ほ
し

い
で
す
。
　（
60
代
、
男
性
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

信
号
機
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い

竹
の
皮
打
ち
重
な
り
し
十
文
字

常
夏
の
島
に
契
り
し
孫
の
幸

鯉
幟
こ
こ
は
限
界
集
落
地

楠
若
葉
古
刹
の
空
を
せ
ば
め
け
り

ほ
と
と
ぎ
す
一
声
残
し
隠
沼

高
ら
か
な
鳥
の
鳴
き
声
夏
の
朝

若
葉
風
お
し
ゃ
べ
り
尽
き
ぬ
媼
達

堤
　
多
鶴
子

田
中
サ
ト
リ

中
川
原
篤
子

松
崎
　
伸
子

松
延
み
さ
と

井
上
ト
シ
子

牛
島
　
景
子

八
女
紫
苑
句
会

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い

て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご

本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す

る
な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は

善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営

利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明

確
も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が

不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

合唱で　　　　　　　
まちを盛り上げる

　八女市・筑後市・広川町で構成する協議会
では「八女・筑後結婚サポートセンター」を設
置し、結婚希望者のサポートを行っています。
お気軽にご利用ください。
♥利用者の条件＝

【男性】20 歳以上の独身者で、八女市・筑後市・
広川町に住所を有する人またはお勤めの人

【女性】20 歳以上の独身者
♥登録手続き＝登録料 3000 円（2 年間
有効）※その他手続き内容は問い
合わせください。
♥主なサポート内容＝結婚相
談、出会いのパーティー、
マナー講座等
♥問い合わせ＝「八女・筑
後結婚サポートセンター」

（八女市立花町原島 108-1
立花市民センター内）
☎２２・５９００
♥受付時間＝ 11時～ 18 時

（火・水曜日休み）

「八女♥筑後 結婚サポートセ
ンター」を利用しませんか？

♥ ♥

♥

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.7）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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7月、8月の第4土曜日のよみきかせは、
すこしだけすずしくなれる（？）こわ
～いおはなし。親子で楽しめます。
◦期日＝７月26日㈯・８月23日㈯
◦時間＝14時～
◦場所＝本館２階研修室

7月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21 ㈷ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪図書館の休館日

7月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

1 ㈫ ,8 ㈫ ,15 ㈫ ,21 ㈷ ,22 ㈫ ,25 ㈮ ,29 ㈫

✿7月の館内整理日は25日㈮✿

　
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
小

学
生
の
皆
さ
ん
等
に
よ
る
お

は
な
し
会
で
す
。
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
２
日
㈯
13
時
～

◦
会
場
＝
上
陽
公
民
館
２
階

１
号
室

◦
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
／

紙
し
ば
い
／
手
遊
び
／
大
型

絵
本
の
読
み
き
か
せ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
分
館

（
☎
５
４
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
８
月
９
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
　

２
階
研
修
室

◦
内
容
＝
「
矢
部
村
の
歴
史

と
文
化
に
つ
い
て
」
矢
部
公

民
館
長
　
山
口
久
幸
さ
ん

◦
定
員
＝
50
人

◦
申
込
＝
本
館
・
分
館
の
カ

ウ
ン
タ
ー
か
電
話

◦
問
い
合
わ
せ
＝
本
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

た
な
ば
た
お
は
な
し
会

～
楽
し
い
お
は
な
し
の

世
界
へ
よ
う
こ
そ
！
～

★ちょっとだけこわいおはなし会

★なつやすみスタンプラリー

夏休み児童向け企画 

★自由研究おたすけ隊�

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝5日、12日、19日
おはなしコーナー
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝12日㈯10時30分～
おはなしコーナー

7月のよみきかせ

7月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象
です♪
♥本館＝19日㈯11時～　２階
研修室
♥黒木分館＝24日㈭10時30分
～　おはなしコーナー

図書館の本を借りてスタンプを集
めよう！
◦期間＝７月19日㈯～８月31日㈰

自由研究に役立つ本を紹介するよ。
◦期間＝７月12日㈯～８月28日㈭

図
書
館
郷
土
史
講
座

第
１
回

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
市
民
合
唱
団
代
表   

鍋な
べ

田た 

和か
ず

明あ
き

さ
ん
（
本
村
）

学生のころから児童合唱に興味を持
ち、教鞭をとる傍ら各地の合唱団の指
導にあたる。主宰する八女ジュニア合
唱団は来年設立30周年を迎える。

「指揮をしていて、客席の皆さんの聴いて
いる姿を背中に感じる。合唱がもたらす
魅力にとりつかれているのは私自身であ
り、その魅力を多くの人に伝えていきたい」

66

　
７
月
13
日
㈰
に
お
り
な
す
八
女
で
行

わ
れ
る
八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併

５
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
Ｙヨ

Ｏ
Ｋカ

Ａ
Ｃコ

Ｏ
Ｎン

２
０
１
４
で
は
、今
年
も
１
２
０
人

が
参
加
し
て
八
女
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ『
愛
の
棲す

む
街
』や
合
唱
組
曲『
筑
後

風
土
記
』の
中
か
ら『
矢
部
川
』な
ど
を

歌
い
上
げ
ま
す
。
合
唱
の
指
導
指
揮
を

す
る
鍋
田
和
明
さ
ん
は
、
音
楽
の
も
た

ら
す
魅
力
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

「
合
唱
の
一
番
の
魅
力
は
、誰
に
で
も
で

き
る
こ
と
。
声
は
一
人
一
人
が
持
っ
て
い

る
楽
器
で
あ
り
、い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
る

こ
と
で
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。『
合
唱
で
こ

の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
』と
始
ま
っ
た

ヨ
カ
コ
ン
は
今
年
で
３
回
目
。市
内
は
も

ち
ろ
ん
筑
後
地
域
か
ら
幅
広
い
年
代
の

人
が
集
ま
り
、約
半
年
間
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。歌
い
手
や
指
揮
者
・
伴
奏
者

と
と
も
に
客
席
で
一
生
懸
命
聴
い
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
が
い
る
か
ら
こ
そ
、合
唱
が

豊
か
に
な
り
ホ
ー
ル
全
体
に
感
動
が
生

ま
れ
ま
す
。震
災
後
、人
を
つ
な
い
で
ゆ

く
、心
を
和
ま
せ
た
り
奮
い
立
た
せ
た
り

す
る
音
楽
の
力
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。一
人
で
も
多
く
の
人
に

会
場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、一
緒
に
音

楽
を
創
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
八
女
ジ
ュニ
ア
合
唱
団
で
は
、合
唱
組

曲『
磐
井
の
譜（
丸
山
豊
・
作
詩
／
中
村

透
・
作
曲
）』を
こ
の
た
び
発
行
し
ま
し

た
。古
代
筑
紫
の
美
し
い
風
景
と
と
も

に
、磐
井
の
王
を
讃
え
る
素
晴
ら
し
い
曲

で
す
。約
10
年
前
に
歌
っ
て
以
来
封
印
し

て
い
ま
し
た
が
、今
年
11
月
23
日
㈰
に
行

う
30
周
年
記
念
公
演
に
合
唱
団
Ｏ
Ｇ
と

と
も
に
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。磐
井
の

譜
が
市
民
合
唱
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
と
、夢
は
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。

音
楽
活
動
を
通
し
て
、
少
し
で
も
郷
土

の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
う
日
々
で
す
」

合唱で　　　　　　　
まちを盛り上げる

ＹＯＫＡCＯＮの練習風景
【ＹＯＫＡＣＯＮ2014】
日時＝7月13日㈰14時開演
／場所＝おりなす八女ハー
モニーホール／入場料＝
（全席自由）1000円、中学
生以下500円（3歳以上）
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「
お
い
し
い
八
女
茶
を
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
５
月
30
日
㈮
、

茶
業
部
会
八
女
支
部
（
旧
八
女
市
・
旧
立

花
町
）
か
ら
煎
茶
３
㌔
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
部
会
で
は
毎
年
一
番
茶
が
一
段
落

す
る
こ
の
時
期
、
お
茶
を
市
役
所
に
届
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

部
会
長
の
松
延
昭
仁
さ
ん
は
「
今
年
は

春
先
に
天
候
も
良
く
、
自
信
を
持
っ
て
お

届
け
で
き
る
お
茶
が
で
き
ま
し
た
。
八
女

市
で
進
め
て
い
る
都
市
と
の
交
流
事
業
の

際
に
は
、
八
女
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
八
女

茶
を
役
立
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
や
め
な
ど
を
音
訳
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ふ

き
の
と
う
の
朗
読
会
が
５
月
30

日
㈮
、
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
会

場
に
は
約
１
０
０
人
の
観
客
が

詰
め
か
け
、
朗
読
や
ニ
コ
ニ
コ

Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
健
康
体
操
・
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
・
茶

の
国
ラ
イ
ダ
ー
の
ド
ラ
ム
演
奏

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
美
し
き

か
な
ふ
る
さ
と
」
で
、
八
女
の

民
話
や
矢
部
線
・
桜
の
思
い
出

な
ど
の
朗
読
に
参
加
者
は
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は

み
ん
な
で
手
遊
び
を
し
な
が
ら

茶
摘
み
を
歌
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
人
た
ち
は
「
楽
し
く
身
体

を
動
か
せ
た
し
、
ふ
る
さ
と
の

情
景
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
で
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

福
岡
の
豊
か
な
森
を
守
り
育
て
て
い
き
た
い

18

第
65
回
福
岡
県
植
樹
祭
が
５
月

31
日
㈯
、
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
八
女
で
行
わ
れ
、
小
川
県

知
事
や
三
田
村
市
長
、
地
域
住
民

な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。今

年
の
大
会
テ
ー
マ
は
、
岡
山

小
学
校
６
年
大
石
す
ず
さ
ん
が
考

え
た
「
さ
か
せ
よ
う 

自
然
を
守
る 

そ
の
心
」。
式
典
で
小
川
県
知
事
は

「
力
を
あ
わ
せ
て
福
岡
の
豊
か
な
森

を
守
り
育
て
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
福
岡
県
の
緑

化
推
進
や
森
林
の
保
全
管
理
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
人
な
ど
を
表
彰

す
る
緑
化
功
労
者
表
彰
で
は
、「
く

つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

愛
好
会
」
が
県
知
事
賞
、「
渡
内

公
園
を
守
る
会
」
が
県
植
樹
祭
実

行
委
員
長
賞
を
受
け
ま
し
た
。
式

典
の
最
後
に
は
、
筑
南
小
学
校
緑

の
少
年
団
と
お
お
そ
ま
自
然
塾
の

代
表
の
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
れ
か

ら
も
緑
を
愛
し
、
大
切
に
し
て
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と

大
き
な
声
で
誓
い
ま
し
た
。
八
女

東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
記
念
植
樹

も
行
わ
れ
、
十
月
桜
と
陽
光
桜
計

２
０
０
本
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

で
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

八
女
茶
を
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル

に
役
立
て
て

ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ
に
ふ
き
の
と
う
朗
読
会

１. 小川県知事、三田村市長や受賞者によって十月桜
の植樹が行われました　２. 表彰を受け取る中村清
磨くつろぎの森グリーンピア八女愛好会会長　３. 表
彰を受け取る渡内公園を守る会の森田孝幸会長

（上）真っ赤なおそろいのＴシャツを着て体操をするニコニコ
ＯＢ会の皆さん　（下）手遊びをしながら茶摘みを歌いました

新茶を届けた茶業部会八女支部の皆さん

１ 

2 3
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第
31
回
八
女
茶
山
唄
日
本
一

大
会
が
６
月
１
日
㈰
、
黒
木
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会

は
高
年
の
部
（
70
歳
以
上
）、
青

年
の
部
（
50
歳
以
下
）、
少
年
少

女
の
部
（
中
学
生
以
下
）、
壮
年

の
部
（
70
歳
未
満
）
に
分
か
れ

１
３
４
人
が
自
慢
の
の
ど
を
競
い

ま
し
た
。

八
女
茶
山
唄
の
始
ま
り
は
、

江
戸
末
期
ご
ろ
、
お
茶
の
最
盛

期
に
九
州
各
地
か
ら
八
女
地
方

へ
出
稼
ぎ
に
き
た
人
々
に
よ
り
歌

わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
会
場
で
は
黒
木
文
化
連
盟

茶
道
部
に
よ
る
抹
茶
の
接
待
や
、

文
化
連
盟
会
員
に
よ
る
煎
茶
の

接
待
が
あ
り
、
お
い
し
い
八
女
茶

を
ピ
ー
ア
ー
ル
。
大
会
に
出
場
し

た
女
性
は
「
毎
年
参
加
し
て
い
る

け
ど
、
八
女
茶
山
唄
は
奥
が
深
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

少
年
少
女
の
部
を
除
く
３
部

門
の
優
勝
者
か
ら
選
ば
れ
る
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
高
年
の

部
・
矢
野
鞆
子
さ
ん
（
熊
本
県

大
津
町
）
で
し
た
。
各
部
門
の

優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
青
年
の
部
】
古
賀
千
聖
（
佐

賀
市
）【
壮
年
の
部
】
髙
見
浩
一

（
熊
本
県
）【
少
年
少
女
の
部
】

古
賀
智
葵
（
佐
賀
市
）

今
福
工
業
団
地
に
ホ
ク
ト
株
式

会
社
の
福
岡
八
女
第
２
き
の
こ
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
５
月
22
日
㈭
、

初
釜
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
後
地
区
で
６
つ
目
と
な
る
同

社
の
完
成
し
た
工
場
は
、
ブ
ナ
シ

メ
ジ
１
日
８
・
５
ト
ン
、
年
間
２

４
０
０
ト
ン
の
生
産
量
で
、
九
州

は
も
と
よ
り
広
島
か
ら
関
西
方
面

ま
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
こ
の
工
場
に
は
山
内
の
八
女

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
設
備
な
ど
も

移
さ
れ
て
お
り
、
同
社
の
九
州
生

産
部
部
長
の
桐
明
道
典
さ
ん
は「
８

月
ま
で
に
は
人
と
設
備
の
移
動
を

終
え
、
８
月
28
日
の
収
穫
開
始
に

備
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

八
女
上
陽
ホ
タ
ル
と
銘
茶
ま
つ
り
が
５

月
31
日
㈯
・
６
月
１
日
㈰
、
ほ
た
る
と
石

橋
の
館
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
昨
年

の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
り
ホ
タ
ル
の

数
は
減
少
し
見
学
場
所
も
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ホ
タ
ル
復
活
と
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
興
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
Ｕ
Ｇ
Ｅ
の
ギ
タ
ー
演

奏
や
バ
ザ
ー
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
夕
暮

れ
を
待
ち
ま
し
た
。
八
女
市
観
光
協
会
上

陽
支
部
長
の
小
川
健
之
さ
ん
は
「
大
勢
の

皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
で

す
。
被
災
場
所
が
復
旧
し
て
ま
た
以
前
の

よ
う
に
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
復
活
す
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

賞状を手にする伊藤会長

八
女
茶
山
唄
と
と
も
に
八
女
茶
を
ピ
ー
ア
ー
ル 

八
女
茶
山
唄
日
本
一
大
会

猫
尾
城
の
会
が「
み
ど
り
の
愛
護
」功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

今
福
工
業
団
地
に
第
２

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
完
成

花
と
緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
み

ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通

大
臣
表
彰
を
八
女
市
黒
木
町
の
猫

尾
城
の
会
（
伊
藤
正
雄
会
長
ほ
か

19
人
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
同
会

は
南
北
朝
の
歴
史
あ
る
城
山
公
園

を
市
民
憩
い
の
場
に
し
よ
う
と
平

成
17
年
に
設
立
。
公
園
を
桜
の
名

所
に
と
活
動
す
る
「
く
ろ
ぎ
起
源

会
」
と
一
緒
に
桜
の
植
樹
、
公
園

内
の
桜
の
手
入
れ
や
草
刈
り
・
清

掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃

活
動
の
際
は
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
呼
び
か
け
、
今
ま
で
に
延
べ
１

６
５
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

５
月
26
日
㈪
、
受
賞
報
告
に
市

役
所
を
訪
れ
た
伊
藤
会
長
は
「
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
。
会
と
し
て
来
年

10
年
目
を
迎
え
る
節
目
に
こ
の
よ

う
な
表
彰
を
し
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
憩
い
の
場
と
し
て
城
山

公
園
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
石

垣
が
残
る
猫
尾
城
な
ど
の
歴
史
に

も
ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

復
活
・
復
興
を
願
い
ホ
タ
ル
ま

つ
り

完成した福岡八女第２きのこセンター

やわらかな音色が響いたUGEのギター演奏

参加者は自慢ののどを披露しました
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協
働
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
進

め
て
い
る
「
八
女
市
未
来
づ
く
り
協
議
会
」
の

平
成
26
年
度
総
会
が
５
月
27
日
㈫
、
八
女
市

役
所
２
０
５
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
21

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
か
ら
２
人
の
委
員
が
出
席

し
、
協
議
会
の
規
約
を
含
む
本
年
度
の
活
動

計
画
等
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◦
役
員
体
制

▽
会
長　

草
場
雄
二
郎
（
黒
木
）　

▽
副
会
長　

牛
島 

茂（
八
女
）・野
中
鐡
也（
上

陽
）・
福
原
信
彬
（
立
花
）・
田
島
冨
士
雄
（
矢

部
）・
髙
木
良
之
（
星
野
）

◦
今
後
の
重
点
活
動

①
地
域
振
興
計
画
の
策
定
推
進

②
ま
ち
づ
く
り
団
体
事
務
担
当
者
の
研
修

③
校
区
・
地
区
単
位
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成

◦
平
成
26
年
度
の
主
な
事
業
計
画

①
地
域
づ
く
り
実
践
発
表
会
の
開
催

②
地
域
づ
く
り
研
修
会
の
開
催

③
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
（
先
進
地
視
察
研
修
）

の
開
催

　
総
会
終
了
後
、
市
執
行
部
と
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
地
域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
串
毛
・
光
友
地
区
に
続
き
、
７

団
体
の
地
域
振
興
計
画
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
集
落
座
談
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
住
民
の
声
を
反
映
し
、

地
域
の
方
針
や
将
来
像
を
踏
ま
え
た
各
ま
ち

づ
く
り
団
体
の
手
づ
く
り
の
計
画
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

地
域
振
興
計
画
書
を
策
定
し
た
団
体

①
八
幡
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

②
黒
木
地
区
自
治
運
営
協
議
会

③
木
屋
地
区
自
治
運
営
協
議
会

④
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

辺
春
地
域
振
興

会
議

⑤
白
木
地
区
地
域
振
興
会
議

⑥
上
陽
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

⑦
矢
部
地
域
づ
く
り
協
議
会

日ごろより節電にご協力いただき、誠にありがとうございます。
当社は、今夏の電力安定供給のため最大限の努力を行ってい

ますが、依然として電力需給は厳しい見通しです。お客さまにはご
不便とご迷惑をお掛けし、誠に申し訳ございませんが、今夏におき
ましても下記のとおり節電にご協力をいただきますよう、よろしくお
願いします。
▷7月1日㈫～ 9月30日㈫（お盆期間8月13日～ 8月15日を除く）の平
日の９時～２０時についてお客さまの生活・健康や生産・経済活動
に支障のない範囲で可能な限り、節電にご協力をお願いします。
☝エアコン等の控え過ぎによる体調不良にお気をつけください。
☝屋内でも熱中症などにかかることがあります。室温管理・水分補
給に十分ご留意ください。特に、ご高齢の人、お子さま、体調に不
安がある人がいらっしゃるご家庭は、十分にお気をつけください。
☝その他、衛生面および安全面・防犯面で不適切なものとならない
ようご注意ください。

◦当社ホームページにて「本日のでんき予報」（当日の電力ご使用
状況）、「週間でんき予報」（翌週、翌々週の需給見通し）をお知ら
せします。

◦「でんき予報」において、需給状況が大変厳しくなると予想され
る場合に、需給見通しと節電ご協力のお願いを、あらかじめご登録
いただいた携帯電話へメールでお知らせします。ぜひ、ご登録いた
だきますようお願いします。

熱中症の予防と対処
八女消防本部（☎24・0119）

気温の高い日が続き、熱中症の症状で救急車
を要請する人が多くなっています。熱中症

は気温などの環境条件だけではなく、体調や暑さ
への慣れなどが影響して起こります。気温がそれ
ほど高くなくても湿度が高い、風が弱い、体が暑
さに慣れていないときなどは注意が必要です。ま
た、高齢者や乳幼児は体温調節機能が低く、温
度に対する感覚が弱いため、特に注意が必要です。

【予防法】
▼日傘や帽子、涼しい服を着用する。
▼こまめに休憩をとり水分補給をする。
▼室内でもこまめに温度調節する。
▼日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づ
くりをする。

【対処法】
▼涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静にする。
▼脇の下、太ももの付け根を冷却し、水分摂取
をさせる。
　熱中症は重症化すると、意識を失うなど命に関
わる危険性があります。近年は異常気象が続き、
家の中でも熱中症を起こすこともあるので十分に
注意しましょう。

７
団
体
の
地
域
振
興
計
画
書

が
完
成
し
ま
し
た
！

完成した地域振興計画書を手にする各協
議会会長の皆さん

「八女市未来づく
り協議会」の総会
を開催しました。

平成26年度

今夏における節電へのご協力
のお願い 九州電力株式会社

「でんき予報」による電力需給状況のお知らせ

「緊急時の節電ご協力お願いメール」登録のお願い



広報やめ　2014.7.121

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
や

猶
予
を
受
け
ず
、
未
納
の
状
態
で

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
に
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得

基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
場
合
は
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い

人
は
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な
い

た
め
申
請
さ
れ
て
も
免
除
承
認
さ

れ
ま
せ
ん
。
申
告
を
し
た
う
え
で

申
請
く
だ
さ
い
。
免
除
や
猶
予
の

種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
の

２
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　「
４
分
の
１
免
除
」「
半
額
免
除
」

「
４
分
の
３
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。
こ

の
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
額
納
付
し
た

場
合
の
８
分
の
７
、
８
分
の
６
、

８
分
の
５
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
は
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所

得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
親
（
世
帯
主
）
と
同
居
し
て
い

る
若
者
は
、
免
除
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

20
歳
代
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料
を
後

払
い
に
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
所
得
の
審
査
は
本
人

と
配
偶
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
て
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
の

追
納
（
後
払
い
）
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数
え

て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け
た

当
時
の
保
険
料
額
に
、
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係
、
ま

た
は
各
支
所
の
年
金
の
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
必

要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⃝

国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書

⃝

退
職（
失
業
）し
た
人
が
申
請
を

行
う
と
き
に
は
、
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
な
ど

※
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
八
女

市
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
人
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
に
住
ん
で
い

た
住
所
地
で
の
所
得
証
明
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
免
除
な
ど
の
承
認

期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
平
成
26
年
度
の
免
除
申
請

は
７
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で

免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
年

度
の
１
月
１
日
に
八
女
市
に
住
ん

で
い
な
か
っ
た
人
は
、
申
請
年
度

の
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
住
所

地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年

金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

市
民
・
税
務
係
（
☎
４
２
・
１
１

１
３
）

立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係（
☎
５
４・２
２
１
８
）

矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市
民

生
活
福
祉
係（
☎
５
２・３
１
１
３
）

国民年金保険料の免除制度・
若年者納付猶予制度のお知らせ

❖
一
部
納
付（
免
除
）制
度

❖
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

❖
申
請
は
７
月
か
ら

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
人

❖
将
来
の
年
金
受
給
額
を

確
保
す
る
た
め
に

❖
全
額
免
除
制
度

❖
手
続
き（
申
請
）に
つ
い
て

そんなときは未納のままにせず、
保険料免除制度や猶予制度のご利用を

月に一度、久留米年金事務所の職員が個別に
年金相談に応じます。相談をご希望する人は、
前日までに同事務所へ予約してください。
◦相談日＝7月24日㈭筑後商工会議所／ 8月
20日㈬八女商工会議所
◦時間＝10時～ 16時
◦申し込み・問い合わせ＝同事務所

（☎0942・33・6215）
※年金の受給や請求についてのお問い合わせ
は、「ねんきんダイヤル」でも受け付けています。

（☎0570・05・1165 ☎03・6700・1165）

談相年 金

国 民 年 金み な のん

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
の
が
ち
ょ
っ
と

ム
ズ
カ
シ
イ
・
・
・
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問い合わせ
介護長寿課介護認定係
（☎23・1353） 

所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料額(年額)

第1段階 ◦生活保護受給者
◦市民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者

基準額
×0.50 28,200円

第2段階 ◦本人および世帯全員が市民税非課税
（前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人）

基準額
×0.50 28,200円

第3段階 ◦本人および世帯全員が市民税非課税
（第1段階・2段階以外の人）

基準額
×0.75 42,300円

第4段階 ◦本人が市民税非課税で世帯員に課税者あり
（前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人）

基準額
×0.90 50,760円

第5段階
〈基準額〉

◦本人が市民税非課税で世帯員に課税者あり
（第4段階以外の人）

基準額
×1.00 56,400円

第6段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が125万円未満）

基準額
×1.15 64,860円

第7段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が125万円以上190万円未満）

基準額
×1.25 70,500円

第8段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が190万円以上300万円未満）

基準額
×1.50 84,600円

第9段階 ◦本人が市民税課税
（前年の合計所得金額が300万円以上）

基準額
×1.75 98,700円

※基準額 4,700円（月額）

介
護
保
険
制
度
は
、
施
行
か
ら
14
年
が
経
過
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
介
護

給
付
費
が
年
々
増
加
す
る
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
介
護
給
付
費
の
伸
び
が
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
も
さ
ら
に
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し
て
、
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

市
の
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
保
険
料
で
す
。
保
険
料
納

付
へ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
基
準

額
」
を
も
と
に
、
前
年
の
本
人
の
所
得
や

世
帯
の
課
税
状
況
等
に
よ
っ
て
、
９
段
階

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
～
26
年
度

の
八
女
市
の
基
準
額
は
４
７
０
０
円
（
月

額
）
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
が
ど
の
段
階

に
な
る
か
は
、
上
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
す

る
こ
と
を
「
特
別
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
支
払
わ
れ
て
い

る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普
通

徴
収
）

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
や
年
度

途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
た
人
、
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
さ
れ
て
き
た
人
な
ど
は
、
市
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
す
る
金
融
機
関
で
口
座
振
替

の
手
続
き
を
す
る
と
、
翌
月
分
以
降
は
口

座
か
ら
振
替
が
で
き
て
便
利
で
安
心
で
す
。

◦
保
険
料
の
納
付
書　
◦
預
金
通
帳

◦
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

以
上
の
三
つ
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
が
著
し
く
困
難
で
、
資
産
な
ど
を

活
用
し
て
も
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
人

は
、
納
期
ま
で
に
介
護
長
寿
課
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
、減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
災
害
で
著
し
い
損
害
を
受
け
た
。

②
主
た
る
生
計
者
の
所
得
が
激
減
し
た
。

③
生
活
保
護
法
で
定
め
る
基
準
以
下
の
収

入
で
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要

介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
「
介
護
や
支
援

が
必
要
な
状
態
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
被
保
険
者

証（
黄
色
）を
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
は
、
介
護
長
寿
課
お
よ
び
各
支

所
の
介
護
保
険
担
当
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
滞
納

期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
給
付
制
限
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
１
年
以
上
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負

担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で
保
険
給
付
分

（
９
割
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
１
年
６
か
月
以
上
…
保
険
給
付
の
一
部

ま
た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
に
な

り
ま
す
。

▽
２
年
以
上
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負

担
分
が
通
常
の
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
未
納
期
間
が
長
い
ほ
ど
、

こ
の
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

滞
納
額
が
大
き
く
な
る
と
、
ま
と
め
て

納
め
る
と
き
の
負
担
感
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◦
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

◦
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

◦
口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

◦
保
険
料
の
納
付
方
法
は

はい

いいえ

いいえ

はい

190万円以上300万円未満

介
護
保
険
料
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平成26年度の
納入通知書は
７月中に送付
します

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

◦
保
険
料
は
９
段
階
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▷平成26年度65歳以上の人の保険料です。矢印に沿って、「はい」
「いいえ」で進んでください。

※上限額の段階区分は、それぞれの月の初日
に利用者の属する世帯主および世帯員の課税
状況などにより判断します。
※同一世帯の中に介護保険サービスを受けて
いる人が複数の場合は、世帯合算ができます。

（例）夫は介護保険施設に入所し、妻はデイケ
アを利用中など
※該当すると思われる人に対してのみ、市から
高額介護サービス費支給申請書を送付します。
なお、一度申請していただくと、それ以降は毎
月申請する必要はなくなり、高額介護サービス
費の支給が発生した場合には、指定口座へ自
動的に振り込みをします。その際に、支給対象
者には振り込み前に決定通知書を交付します。

　支払った１割の自己負担額が一定の上限額
を超えた場合は、超えた分が払い戻されます。
ただし、払い戻しができるのは申請月からさか
のぼって２年以内となります。

住民税課税世帯
（下記の区分に該当しない人）

世帯
 37,200円/月

住民税非課税世帯 世帯
 24,600円/月

●合計所得金額と課税年
金収入額の合計が80万
円以下の人
●住民税が世帯非課税で
老齢福祉年金を受けて
いる人

個人
 15,000円/月

●生活保護受給者
●利用者負担を15,000円に
減額することで、生活保護
の受給者とならない場合

個人
 15,000円/月
世帯
 15,000円/月

ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。

介護長寿課介護サービス係
（☎23・2545） 

◦手続きに必要なもの
①介護保険証（写し可）　②印鑑　③通帳

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ いいえ
いいえ

老齢福祉
年金を受
給している

同
じ
世
帯
に
市
民
税
を
課

税
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る

前年の合計所得金
額＋課税年金収入
額が80万円以下

前年の合計所得金
額＋課税年金収入
額が80万円以下

125万円未満

125万円以上190万円未満

190万円以上300万円未満

300万円以上

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

あ
な
た
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

前年の合計所
得金額は？

介護保険料の特別徴収は仮徴収と本徴収に分かれており、通常下
記のように納めていただきます。
▶仮徴収…前年の所得が確定していないため、確定するまでの間、
前年度の2月と同じ額を仮に納めていただきます。
▶本徴収…確定した年間保険料額から、仮徴収で納めた額を差し
引き、残った額を4回に分けて納めていただきます。
なるべく急激な上昇をさけるよう8月以降の4回で徴収額を調整し
ています。
※下記のグラフは前年度3段階、本年度第5段階の人をモデルにして
います。

あ
な
た
の
保
険
料
段
階
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

介護保険料

介護保険料特別徴収を平準化します

高額介護サービス費
支給申請

　　
　申
請はお済みですか？

平準化しない場合

平準化する場合

平成25年度
年額 42,300

平成26年度
年額 56,400

平成25年度
年額 42,300

平成26年度
年額 56,400

仮徴収 本徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

7,600 7,600 6,700 6,800 6,800 6,800

仮徴収 本徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

7,600 7,600 6,700 6,800 6,800 6,800

10,70010,700 10,700 10,7006,800 6,800

12,000 12,000 12,0006,800 6,800 6,800

広報やめ　2014.7.123
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い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
・
か
き
氷
等
）

※
新
１
年
生
の
七
夕
揮
毫
会
（
要

申
し
込
み
、
先
着
50
人
、
表
装
紙

代
８
０
０
円
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

◦
日
程
・
場
所
＝
７
月
27
日
㈰
８

時
30
分
～
星
野
総
合
体
育
館
に
て

開
会
式
を
行
い
、
各
会
場
に
て
９

時
よ
り
試
合
開
始

◦
競
技
内
容
＝
軟
式
野
球
（
春
の

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
池
の
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
／
ミ
ニ
バ
レ
ー
（
星
野
総
合
体

育
館
）
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
星

野
中
学
校
運
動
場
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務

課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　
犬
山
漁
業
協
同
組
合
主
催
。
参

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　「
私
は
私
に
し
か
な
れ
な
い
け
れ

ど
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
私
に
は
な

れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
題
し
、
大
津

千
香
子
さ
ん
（
総
合
イ
ベ
ン
ト
企

画
Ｏ
Ｎ 

Ａ
Ｉ
Ｒ
設
立
）
を
講
師
に

開
催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
７
月
15
日
㈫
19
時
開
演

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）（
☎
２
４・９
６
５
７
）

　
八
女
市
観
光
大
使
の
岩
崎
記
代

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

音
楽
塾
。
今
回
は
「
夏
」
を
テ
ー
マ

に
童
謡
や
唱
歌
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
19
日
㈯
13
時
30
分

～
（
約
１
時
間
30
分
）

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
歌
詞
本
、
発

声
表
、
筆
記
用
具
、
お
茶
　
※
歌

詞
本
と
発
声
表
を
お
持
ち
で
な
い

人
は
当
日
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　
岩
戸
山
古
墳
お
よ
び
乗
場
古
墳

を
守
る
会
主
催
。
参
加
費
無
料
。

日
本
書
紀
な
ど
に
反
乱
者
と
記
述

さ
れ
た
郷
土
の
英
雄
「
筑
紫
君
磐

　
八
女
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
主

催
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
７
月
６
日
㈰
13
時
～
14

時
30
分

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
２
階

◦
内
容
＝
若
返
り
の
医
学
（
講
師
・

外
科
医 

細
川
博
司
さ
ん
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
大
石
さ
ん

（
☎
２
４
・
０
６
１
２
）

◦
日
時
＝
７
月
11
日
㈮
15
時
30
分

～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
筑
後
特
別
支
援
学
校
寄

宿
舎
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

◦
内
容
＝
交
流
校
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
太
鼓
の
共
演
、
出
店
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
５
３
・
０
５
２
８
）

◦
日
時
＝
７
月
13
日
㈰
９
時
30
分

～
13
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

井
」
で
す
が
、
浪
花
節
に
の
せ
た
一

味
違
う
新
し
い
磐
井
像
が
発
見
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◦
期
日
＝
７
月
19
日
㈯
14
時
～
15
時

◦
演
者
＝
ダ
ニ
ー
馬
場
さ
ん
（
八
女

市
観
光
大
使
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
岩
戸
山
歴

史
資
料
館
（
☎
２
２
・
６
１
１
１
）

　
九
州
北
部
災
害
か
ら
２
年
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

地
域
と
市
内
外
の
人
々
と
の
「
絆
」

を
大
切
に
し
、
地
域
の
復
興
を
目

指
す
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
20
日
㈰
18
時
開
場
、

18
時
30
分
開
演

◦
場
所
＝
星
野
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
そ
よ
か
ぜ

◦
出
演
者
＝
細
坪
基
佳
（
元
ふ
き

の
と
う
メ
ン
バ
ー
）、
ミ
ヤ
ギ
マ
モ
ル

◦
前
売
券
（
当
日
券
）
＝
▽
大
人

２
千
円
（
２
５
０
０
円
）
▽
小・中・

高
生
千
円
（
１
２
０
０
円
）
※
詳

細
は
お
り
な
す
八
女
等
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
問
い
合
わ
せ
＝
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　
参
加
料
・
託
児
無
料
。
前
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
託
児

は
７
月
16
日
㈬
ま
で
に
要
申
込
み

◦
日
時
＝
７
月
26
日
㈯
10
時
30
分
～

◦
場
所
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
内
容
＝
「
い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト

～
あ
な
た
に
あ
り
が
と
う
」
放
浪
の

合
唱
作
曲
家
・
弓
削
田
健
介
さ
ん

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公
民

館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
で
楽
し
く
歌
い

ま
し
ょ
う
。
参
加
費
３
百
円

◦
日
時
＝
７
月
26
日
㈯
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｕ
ク
ラ

ブ
ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
『
竹
取
物

語
』末
石
さ
ん（
☎
２
３・３
３
６
６
）

◦
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
10
時
～
13
時

◦
内
容
＝
竹
の
遊
び
（
竹
と
ん
ぼ
・

竹
う
ま
等
）、
紙
の
遊
び
（
折
り
紙

や
新
聞
紙
等
）、
バ
ザ
ー
（
じ
ゃ
が

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

寄
宿
舎
夏
祭
り

医
療
講
演
会

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

第
11
回
地
域
活
動
講
演
会

第
10
回
岩
崎
記
代
子
音
楽
塾

「
磐
井　
浪
花
節
」
演
奏
会

星
野
村
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

黒
木
公
民
館
子
育
て
講
座
・
ピ

コロ
・
図
書
館
共
催
コ
ン
サ
ー
ト

共
生
の
森
「
七
夕
ま
つ
り
」

　（公財）都道府県会館が行う被災者
生活再建支援制度の「加算支援金」の
申請締切日は平成 27 年 8 月12日㈫ま
でです。「基礎支援金」を申請された人
で、「加算支援金」の申請がまだお済み
でない人は、申請書に必要書類（契約
書の写し等）を添付の上、提出期限ま
でに申請書の提出をお願いします。詳
細は問い合わせください。
※被災者生活再建支援制度の「加算支
援金」とは、住宅が全壊・半壊解体・
大規模半壊した世帯で「基礎支援金」
を申請された世帯に住宅の再建方法（賃
貸、補修、建設・購入）に応じて支援金（50
万円～ 200 万円）を支給する制度です。
◦提出先＝本庁福祉課、総合支所・各
支所市民生活福祉課
◦問い合わせ＝福祉課福祉総務係

（☎２４・８０３０）

星
野
地
区
球
技
大
会

第
16
回
ブ
ラ
ッ
ク
バス
釣
り
大
会

九州北部豪雨被災者の皆さまへ
加算支援金の申請締切は8/12㈫
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没後 45 年を迎える文化勲章受
章者で八女市名誉市民でもあ
る洋画家・坂本繁二郎（1882 
- 1969）の色紙版画・資料展
を開催します。本展は八女市
緒玉のアトリエで制作活動を続
けたこの偉大な洋画家の画業
を振返ります。色紙版画を中心
に愛用した品々・関連する書籍
など 180余点を紹介し、坂本
繁二郎の魅力を多くの人に広く
知っていただきたいと思います。
◦期間＝7 月12日㈯～16日㈬
10 時～ 17 時
◦会場＝八女市立図書館２階
※７月１２日・１３日は稲富の旧
居も公開します。（10時～15時）
◦問い合わせ＝文化課

（☎２３・１９８２）

八女市制施行60周年・合併５周年記念事業

『坂本繁二郎
　色紙版画・資料展』

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
膀
胱
・

人
工
肛
門
造
設
者
）
を
対
象
と
し

た
研
修
会
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
13
時
～
14
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
公
益
法
人
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
筑
後

北
分
会・日
隈
さ
ん
（
☎
０
９
４
２・

４
７
・
３
７
６
６
）

　
参
加
無
料
、
申
込
書
は
総
合
体

育
館
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
８
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

◦
場
所
＝
矢
部
川
・
宮
島
堤
防
下

（
筑
後
市
と
の
境
界
付
近
）

◦
対
象
者
＝
小
学
生
以
上
（
小
学

１
・
２
年
生
は
原
則
保
護
者
同
乗
）

◦
申
込
締
切
＝
７
月
21
日
㈷

◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
馬
場
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
６
０
４
・
１
８
６
９
）

◦
日
に
ち
・
内
容
＝
▽
８
月
２
日
㈯

再
織
で
ば
ら
の
花
▽
８
月
３
日
㈰

か
す
り
の
糸
で
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト

※
時
間
10
時
～
12
時
。
参
加
費
各

日
１
５
０
０
円
、
材
料
費
込
み

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◦
申
込
期
間
＝
７
月
５
日
㈰
～
定

員
各
日
20
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　「
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改
善
を
目
的

と
し
た
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
８
月
22
日
㈮
・
９
月

26
日
㈮
・
10
月
24
日
㈮
、
20
時
～

21
時
30
分

◦
場
所
＝
上
陽
北
汭
学
園
体
育
館

◦
募
集
＝
30
歳
以
上
40
人

◦
受
講
料
＝
３
回
で
５
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
会
員
無
料

◦
申
込
期
間
＝
７
月
２
日
㈬
～
７

月
30
日
㈬
、
平
日
９
時
～
17
時

※
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
総
合
体

育
館
・
原
さ
ん
（
☎
２
４
・
１
２
３

０
／
O
２
４
・
０
０
２
９
）

▽
上
陽
公
民
館
（
☎
５
４
・
３
１

３
１
／
O
５
４
・
３
７
５
５
）

　
専
門
家
が
理
想
と
す
る
身
体
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
。
加
圧
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
幹
を
鍛

え
、
効
果
的
な
筋
力
ア
ッ
プ
を
目

指
し
ま
す
。
参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
毎
月
第
４
金
曜
日
①
７
月

25
日
～
（
全
６
回
）
20
時
～
22
時

◦
会
場
＝
西
公
民
館

◦
講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぱ
ー
そ
な
る
ケ
ア

◦
定
員
＝
20
人
（
超
え
た
ら
抽
選
）

◦
申
込
締
切
＝
７
月
11
日
㈮
※
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
（
９
～
17
時
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
・
O 

２
４
・
５
２
７
２
）

　
料
理
の
基
礎
を
習
得
し
た
人
、

さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
上
級
ク
ラ
ス
で
料
理
の
腕
を
磨
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
７
月
～
３
月
の
第
３
金

曜
日
10
時
～
13
時
（
全
10
回
）
※

２
月
は
２
回
開
催

◦
材
料
費
＝
10
回
で
１
万
円

◦
定
員
＝
16
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◦
申
込
期
間
＝
７
月
１
日
㈫
～
７

月
11
日
㈮
※
電
話
申
込
み

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
東
公
民
館

（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）

①
韓
国
語
講
座
（
10
人
募
集
）

　
旅
行
の
際
に
使
う
韓
国
語
を
中

心
に
、
知
っ
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー
や

文
化
等
も
学
習
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
８
月
～
12
月
の
金
曜
日

（
月
３
回
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
藤
楠
の
間

②
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
５
人
募
集
）

　
初
心
者
コ
ー
ス
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
る
人
、
買
い
替
え
た
ば

か
り
の
人
向
け
。
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
８

を
使
い
な
が
ら
ス
イ
ッ
チ
の
入
れ
方

～
文
書
作
成
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
28
日
㈪
～
８
月
１

日
㈮
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
保
健
相
談
室

◦
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

①
②
共
通

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎

４
２
・
９
７
３
０
）
※
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
、
先
着
受
付

加
費
無
料
。
だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
が
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
。
先
着
１

８
０
人
に
お
に
ぎ
り
や
ア
ユ
の
塩
焼

の
昼
食
を
準
備
。
各
種
表
彰
あ
り
。

◦
期
日
＝
７
月
27
日
㈰
※
参
加
受

付
は
当
日
朝
６
時
～
８
時

◦
場
所
＝
犬
山
ダ
ム
（
黒
木
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所

産
業
経
済
課
（
☎
４
２・１
１
１
６
）

◦
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
６
時
30
分

八
女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
集
合
、

乗
り
合
わ
せ
で
高
良
山
へ

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員
以

外
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

荒
川
さ
ん
（
☎
０
９
０・４
９
９
７・

５
８
１
３
）

　
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さい
。

◦
日
時
＝
７
月
12
日
㈯
20
時
～

高
良
山
ウ
オ
ー
ク

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
象
研
修
会

教
室
・
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

矢
部
川
ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
ー
教
室

て
お
り
教
室

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
健
康
講
座

西
公
民
館「
コ
ア
ト
レ
ーニ
ン
グ
講
座
」

東
公
民
館
「
男
の
料
理
教
室
」

（
上
級
ク
ラ
ス
）

黒
木
公
民
館
講
座

市では市民が八女西部ク
リーンセンターおよびリサ

イクルプラザにごみを直接搬入
する場合、資源ごみおよび不
燃ごみについては、処理手数
料を免除とする搬入証明書を
発行しています。直接搬入する
場合は、資源ごみ、燃えるごみ、
燃えないごみを分別した状態で
持ち込みをお願いします。詳し
くは４月１日に全戸配布してい
る「ごみ出し日程表」を再度確
認の上、捨てれば「ごみ」、分
ければ「資源」の意識を持って、
分別をお願いします。なお、分
別の状態が悪い場合は、搬入
証明書を発行できない場合が
ありますでご注意ください。

ごみの直接搬入
時のお願い
社会環境課（☎ 23・1462）
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八
女
工
業
高
校
で
同
校
の
先
生

や
生
徒
さ
ん
に
よ
る
指
導
で
製
作

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
８
月
23
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
八
女
工
業
高
校

◦
対
象
者
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
）

◦
内
容
＝
（
製
作
コ
ー
ス
）
①
光
セ

ン
サ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
カ
ー
②

４
Ｗ
Ｄ
燃
料
電
池
カ
ー
③
ソ
ー
ラ
ー

ト
レ
イ
ン
④
ぴ
か
ぴ
か
ラ
ン
プ
・
Ａ

Ｍ
ラ
ジ
オ
⑤
木
で
作
る
恐
竜
橋
～
東

京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
～
⑥
透
明
キ
ャ

ン
ド
ル
・
光
る
バ
ル
ー
ン
ス
ラ
イ
ム

◦
定
員
＝
各
コ
ー
ス
３
組
計
18
組

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
締
切
＝
７
月
18
日
㈮
必
着

◦
申
込
方
法
＝
次
の
事
項
を
記
入

し
（
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
ス
・
持
参
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▽
①
～

⑥
コ
ー
ス
の
う
ち
第
１
希
望
か
ら
第

３
希
望
ま
で
記
入
▽
住
所
・
氏
名

（
子
ど
も
さ
ん
と
保
護
者
）
▽
学
年

▽
電
話
番
号

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民

館
（
〒834-0031

八
女
市
本
町
５

９
９
☎
２
４・８
１
２
１
／
O
２
４・

８
１
２
２
）
※
平
日
９
時
～
17
時

　
南
筑
後
地
域
環
境
協
議
会
で
は
、

小
学
生
を
対
象
に
（
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
水
辺
教
室
を
開

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
見
え
方
・
目
の
使
い
方
に
心
配

の
あ
る
小
中
学
生
と
保
護
者
を
対

象
に
開
催
。
ス
ポ
ー
ツ
や
調
理
実

習
な
ど
を
し
ま
す
。
参
加
費
は
実

費
（
調
理
実
習
の
材
料
費
）。

◦
日
時
＝
８
月
１
日
㈮
９
時
～
11

時
30
分
※
７
月
18
日
㈮
ま
で
に

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
申
込
。

◦
申
込
・
会
場
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
７
３
・
２
２
６
３
／
O
０
９
４

４
・
７
３
・
６
２
９
１
）

　
同
じ
病
気
の
人
を
持
つ
家
族
同

士
で
集
ま
り
、
日
頃
の
不
安
や
今
の

思
い
を
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。参
加
無
料
。申
込
が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
７
月
24
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分
（
奇
数
月
の
第
４
木
曜
日
）

◦
内
容
＝
座
談
会
、
ミ
ニ
講
話
、
情

報
交
換
な
ど
　

◦
会
場
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
分
庁
舎
（
八
女
市
本
村
25
）

催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
７
月
21
日
㈷
９
時
～
12

時
30
分
（
予
定
）

◦
場
所
＝
県
立
ふ
れ
あ
い
の
家
南

筑
後
（
八
女
市
山
内
）　

◦
内
容
＝
星
野
川
で
水
生
昆
虫
や

魚
を
採
取
。
採
取
し
た
生
き
も
の

を
観
察
し
、水
の
き
れ
い
さ
を
調
査
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環

境
課
（
☎
２
２
・
６
９
６
３
／
O

２
３
・
７
４
２
４
Qnanchiku-

hhe@
pref.fukuoka.lg.jp

）※
フ
ァ

ク
ス
か
メ
ー
ル
で
７
月
14
日
㈪
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
50

人
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

◦
会
場
＝
八
女
市
立
山
球
場

◦
日
程
＝
８
月
17
日
㈰
（
開
会
式

19
時
）
～
10
月
下
旬

◦
参
加
費
＝
５
０
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
21
日
㈷
ま
で

※
月
曜
日
休
館
（
７
月
21
日
を
除

く
）
※
抽
選
会
は
７
月
26
日
㈯
19

時
か
ら
総
合
体
育
館
研
修
室
で
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

【
夏
季
大
会
　
水
泳
競
技
】

◦
大
会
日
時
＝
８
月
24
日
㈰

◦
大
会
会
場
＝
県
立
総
合
プ
ー
ル

◦
募
集
期
間
＝
７
月
12
日
㈯
ま
で

の
８
時
30
分
～
17
時
の
間

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
（
小
学
生

以
上
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
※
小

学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
は
標
準

記
録
を
超
え
た
人

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
の
部
制
限
な

し
▽
少
年
の
部
35
人
　
※
希
望
者

多
数
の
場
合
は
各
個
人
の
記
録
に

基
づ
い
て
選
考
し
ま
す
。

【
秋
季
大
会
　
陸
上
競
技
】

◦
大
会
日
時
＝
９
月
21
日
㈰

◦
大
会
会
場
＝
御
大
典
記
念
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
大
牟
田
市
）

◦
募
集
期
間
＝
７
月
26
日
㈯
ま
で

の
８
時
30
分
～
17
時
の
間

◦
対
象
者
＝
八
女
市
民
で
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
者
（
学
生
以
外
た
だ
し
、

定
時
制
・
通
信
制
を
除
く
）

◦
募
集
人
数
＝
▽
一
般
男
女
16
人

▽
青
年
男
女
28
人
▽
壮
年
男
女
は

年
齢
別
に
64
人
（
そ
れ
ぞ
れ
１
種

目
２
人
）
合
計
１
０
８
人

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
今
年
度
第
２
回
定
期
募
集
の
受

付
を
７
月
14
日
㈪
か
ら
７
月
31
日

㈭
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内

（
申
込
書
）
は
７
月
14
日
㈪
か
ら
市

役
所
本
庁
、
黒
木
総
合
支
所
、
各

支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。

応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る

場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）。
詳

細
は
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木
総

合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
７
）
／
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
／
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

／
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
・
受
付
期

間
＝
７
月
14
日
㈪
～
７
月
23
日
㈬

（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
市

都
市
計
画
課
、
総
合
支
所
お
よ
び

各
支
所
窓
口
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

第
４
回
八
女
市
長
旗
（
ナ
イ

タ
ー
）
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

福
岡
県
民
体
育
大
会
の
選
手

夏
休
み
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

「
わ
く
わ
く
教
室
」

【2014年盆提灯オリジナル提灯展示会】伝統のあかり・八女のあかりが大集合◦会期＝
8月20日㈬まで（月曜休館）◦場所＝八女伝統工芸館◦問い合わせ＝同館（☎22・3131）

　小学６年生が自然や文化・
歴史・伝統工芸など、魅
力いっぱいの八女市をぐる
～っと探検します。詳細は
小学校を通じて配付してい
ますチラシをご覧ください。
◦期日＝ 8 月 7 日㈭～ 9 日
㈯ 2 泊 3日◦募集対象・定
員＝市内在住または通学す
る小学6年生30人（先着順）
◦参加費＝ 3500 円◦特典
＝オリジナルキャップをプレ
ゼント◦申込期間＝７月３日
㈭～ 16日㈬◦申込・問い合
わせ＝男女共同参画・生涯
学習課（☎ 23・1318）

ぐる～っと八女
探検隊 2014

「
川
の
生
き
も
の
探
検
隊
」

う
つ
病
患
者
の
つ
ど
い

市
営
住
宅
入
居
者

県
営
住
宅
入
居
者

参加者募集
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寡
婦
で
求
職
・
転
職
希
望
者
、
講

習
会
修
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
人
対
象
。

◦
期
日
＝
９
月
２
日
～
11
月
７
日

の
間
の
平
日
夜
間
20
日
間

◦
定
員
＝
20
人
、
託
児
有
（
１
歳

～
就
学
前
ま
で
、
事
前
予
約
制
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
３
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
８
月
11
日
㈪
必
着

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
試
験
予
定
日
＝
11
月
26
日
㈬

◦
申
込
＝
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
／
O
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
３
）
※
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

　
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
（
試
験
日
・
訓
練
期
間
・

試
験
日
・
定
員
）
＝
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
科
（
８
月
４
日
㈪
／

９
月
２
日
㈫
～
11
月
28
日
㈮
／
20

人
）
②
医
療
事
務
科
３
期
（
８
月

６
日
㈬
／
９
月
２
日
㈫
～
11
月
28

日
㈮
／
30
人
）
③
パ
ソ
コ
ン
初
級
・

中
級
連
続
養
成
科
２
期
（
８
月
７

日
㈭
／
９
月
２
日
㈫
～
１
月
30
日

㈮
／
30
人
）

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
（
☎

２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
自

己
負
担
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
パ
ソ
コン
財
務
会
計
科

◦
募
集
期
間
＝
７
月
31
日
㈭
ま
で

◦
受
講
期
間
・
定
員
＝
９
月
２
日

㈫
～
11
月
28
日
㈮
、
20
人

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

◦
日
時
＝
①
特
別
就
業
相
談
（
個

別
相
談
）
７
月
14
日
㈪
～
７
月
17

日
㈭
９
時
～
17
時
②
働
き
た
い
マ

マ
座
談
会
７
月
14
日
㈪
10
時
～
11

時
30
分
③
セ
ミ
ナ
ー
「
お
金
の
は

な
し
」（
託
児
あ
り
・
無
料
）
７
月

16
日
㈬
10
時
～
12
時
④
久
留
米
市

役
所
出
張
相
談
７
月
17
日
㈭
13
時

～
15
時
　
※
要
予
約

◦
場
所
＝
子
育
て
女
性
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
内
）

◦
問
い
合
わ
せ・予
約
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　
受
験
案
内
・
申
込
書
は
最
寄
り

の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◦
１
次
試
験
日
＝
９
月
14
日
㈰

◦
受
付
期
間
＝
７
月
15
日
㈫
～
７

月
24
日
㈭
※
消
印
有
効

◦
受
験
資
格
＝
今
年
４
月
１
日
高

卒
後
２
年
以
内
お
よ
び
来
年
３
月

ま
で
に
高
卒
見
込
者
（
中
卒
後
２

年
以
上
５
年
未
満
も
受
験
可
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
地
方
裁
判

所
事
務
局
人
事
課
（
☎
０
９
２
・

７
８
１
・
３
１
４
１
）
※
最
高
裁
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
般
行
政
事
務
（
会
計
事
務
等
）

に
従
事
し
ま
す
。
１
人
募
集

◦
試
験
日
＝
７
月
24
日
㈭
９
時
30
分

◦
受
付
期
間
＝
７
月
７
日
㈪
～
７

月
18
日
㈮
　

◦
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
50
歳
未

満
で
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
組
合（
☎
２
４・

５
４
１
９
）

　
日
商
簿
記
３
級
検
定
対
策
講
習

会
開
催
。
母
子
家
庭
の
母
、
父
、

自
然
災
害
を
対
象
と
し
た
「
防
災
」

に
関
す
る
も
の
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

を
連
想
さ
せ
る
標
語
を
い
れ
た
個

人
の
作
品
で
未
発
表
の
も
の

◦
応
募
期
間
＝
７
月
１
日
㈫
～
10

月
31
日
㈮
※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

http://w
w

w
.bousai.go.jp/

kyoiku/poster/index.htm
l

①
航
空
学
生（
男
女
海・空
自
衛
官
）

◦
試
験
期
日
＝
１
次
９
月
23
日
㈷

②
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
陸
・
海
・

空
自
衛
官
）

◦
試
験
期
日
＝
９
月
20
日
㈯

③
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
陸
・
海
・

空
自
衛
官
）

◦
試
験
期
日
＝
▽
男
子
９
月
20
日

㈯
▽
女
子
９
月
25
日
㈭
～
26
日
㈮

◦
受
付
期
間
＝
①
②
③
共
通
８
月

１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

◦
応
募
資
格
＝
①
18
歳
以
上
20
歳

ま
で
②
③
18
歳
以
上
26
歳
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

◦
申
込
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
増
進
課
精
神
保
健

係（
☎
０
９
４
４・７
２・２
１
７
６
）

　
小
学
５
年
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
対
象
。
模
擬
裁
判
・
ク
イ
ズ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
22
日
㈮
10
時
～
12

時
※
９
時
45
分
集
合

◦
場
所
＝
久
留
米
裁
判
所

◦
申
込
＝
７
月
９
日
㈬
か
ら
電
話

申
込
開
始
。
先
着
親
子
26
組
程
度
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
庶
務
係

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
５
３
８
７
）

　
内
閣
府
で
は
優
秀
作
品
を
防
災

施
策
の
周
知
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
広
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
対
象
＝
⑴
幼
児
・
小
学
1

年
生
の
部
⑵
小
学
２
～
４
年
生
の

部
⑶
小
学
５
・
６
年
生
の
部
⑷
中

学
生
・
高
校
生
の
部
⑸
一
般
の
部

◦
テ
ー
マ
＝
地
震
、
津
波
、
火
山
噴

火
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の

就
業
支
援

試　

験

第
30
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

平
成
26
年
度
自
衛
官

裁
判
所
職
員
一
般
職（
高
卒
者
）

八
女
中
部
衛
生
施
設
事
務
組

合
嘱
託
職
員

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

裁
判
所
親
子
見
学
会

　プールオープンを記念して
７月19日・20日にプールを利
用されたお子さんに次回利用
割引券を進呈します。多くのご
来場をお待ちしています。
◦営業日＝ 7 月19日㈯～８月
31日㈰※休館日７月28 日㈪、
８月25日㈪
◦営業時間＝【スライダープー
ル】〈平日〉10 時～ 16 時

〈土 ･日･ 祝〉10 時～ 17 時
【25 ｍプール】〈全日〉10 時～
17 時
◦利用料金＝大人（中学生以
上）700 円／子ども（４歳～
小学生）500 円※温泉大浴場
の入湯料も含む◦問い合わせ
＝べんがら村（☎ 24・3339）

働
き
た
いママへ
の
就
職
応
援
相
談
会

べ
ん
が
ら

村
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
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セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
・
商
業
統
計

調
査
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１

２
０
・
０
７
０
１
・
７
０
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
毎
月
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
政
府
や
都
道
府
県
の
雇

用･

失
業
対
策
の
た
め
の
必
要
不

可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ

れ
た
皆
さ
ま
の
お
宅
に
調
査
員
が

伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

調
査
票
は
、
統
計
資
料
を
作
成
す

る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
県
企
画
・
地
域
振

興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

　
公
立
八
女
総
合
病
院
で
は
今
年

３
月
か
ら
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
が
入

り
稼
働
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療

機
器
は
磁
場
強
度
が
従
来
の
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
感
度

が
非
常
に
高
く
、
よ
り
徴
細
な
構

造
が
わ
か
る
高
解
像
度
・
高
画
質

な
画
像
の
撮
影
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
な
患
者

さ
ま
で
も
楽
に
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
公
立
八
女
総
合

病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

⃝

閲
覧
期
間
＝
６
月
13
日
㈮
か
ら

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
お
よ
び

議
員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で
（
土

日
お
よ
び
祝
日
等
を
除
く
）

⃝

閲
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

⃝

閲
覧
場
所
＝
▽
市
長
、
副
市
長

お
よ
び
教
育
長
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の

配
偶
者
の
資
産
等
報
告
書
→
総
務

課
（
市
役
所
本
庁
☎
２
３
・
１
１
１

１
）
▽
議
員
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の

資
産
等
報
告
書
→
議
会
事
務
局（
立

花
庁
舎
☎
２
３
・
４
９
２
２
）

　
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ

び
企
業
を
対
象
に
、
平
成
26
年
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
と
平
成

26
年
商
業
統
計
調
査
を
一
体
的
に

実
施
し
ま
す
。
調
査
は
、「
調
査
員

に
よ
る
調
査
」
と
「
本
社
等
一
括
調

査
」
に
よ
る
二
つ
の
方
法
で
行
い
ま

す
。「
調
査
員
に
よ
る
調
査
」
は
、

調
査
員
に
調
査
票
を
提
出
す
る
方

法
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、「
本

社
等
一
括
調
査
」
は
、
郵
送
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
い
た
だ

け
ま
す
。
調
査
票
は
６
月
末
日
ま

で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
７
月
１

日
以
降
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
保

管
さ
れ
、
統
計
資
料
を
作
成
す
る

こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
平
成
26
年
経
済

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
８
月
分
利
用
者
の
会
＝
７
月
26
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、
教

育
長
お
よ
び
議
員
か
ら
そ
れ
ら
の
配

偶
者
の
分
を
併
せ
て
資
産
等
報
告

書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
閲
覧
に
供
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
希
望
者
は
総
務
課
ま
た
は
議

会
事
務
局
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
不
動
産
や
空
き
家
の
利
活
用
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
７
月
23
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
不
動
産
協

業
会
（
☎
２
３
・
７
２
８
９
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

た
マ
ル
チ
商
法
に
関
し
て
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

⃝

日
時
＝
７
月
27
日
㈰
10
時
～
16
時

⃝

相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
０
９
４
２
・
２
３
・

６
０
７
７
）

　
お
子
さ
ん
の
養
育
面
に
関
す
る

【第 48 回筑後船小屋花火大会】◦日
時＝7/26 ㈯ 20:00 ～ 21:30◦場所＝
筑後広域公園芝生広場◦問＝筑後市
観光協会（☎ 0942・53・4229）

【第16 回柳川ひまわり園】◦日時＝
7/23 ㈬～ 8/3 ㈰日没～ 21:00までライ
トアップ◦場所＝柳川市橋本町（むつご
ろうランドから西へ約１㎞）◦問＝柳川
市観光案内所（☎ 0944・74・0891）

【第 38 回みやま納涼花火大会】◦日
時＝7/20 ㈰ 20:00 ～ 21:30◦場所＝
みやま市瀬高町瀬高橋周辺（観客席
は上庄側の矢部川河川敷）◦問＝実
行委員会（☎ 0944・63・8000）※
雨天時 22 ㈫に延期、再延期 25 ㈮

【かすりたまご展作品受付】◦ 7/7
㈪～ 8/8 ㈮ 9:00 ～ 17:00 ◦受付・
問＝広川町観光協会（広川町産
業展示会館内）☎ 32・5555 ◦作
品 展 示 ＝ 8/20 ～ 8/25、9/20 ～
9/21

【逆瀬谷薬師堂ソーメン流し】◦日
時＝ 7/27 ㈰ 10:00 ～ 15:00 ◦場所
＝逆瀬谷薬師堂（広川町大字水原）
◦問＝広 川 町 観 光 協 会（ ☎ 32・
5555）

みやま市

広川町

筑後市

柳川市

悩
み
や
心
配
事
に
対
し
て
、
教
育
・

福
祉
等
の
各
専
門
家
が
個
別
に
応

じ
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

⃝

日
時
＝
８
月
１
日
㈮
10
時
～
16
時

⃝

会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
大
会
議

室
（
八
女
市
本
村
25
）

⃝

申
込
期
限
＝
７
月
11
日
㈮

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　
母
子
父
子
家
庭
ま
た
は
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
受
付
＝
平
日
９
時
～
16
時

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８

４
・
３
９
３
１
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

障
害
児
巡
回
相
談

養
育
費
の
電
話
相
談

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

3.0
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
に
つ
い
て

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 マ
ル
チ
商
法
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談
会

不
動
産
に
関
す
る
何
で
も
相
談
会



広報やめ　2014.7.129

「飲酒運転の撲滅」「子どもと高齢者の交通
事故防止」「自転車の安全利用の推進」

火災出火件数   7件 （ 20件）
救急出動件数 275件 （1,373件）
救急搬送人数 266人 （1,314人）

人身事故発生件数 33件 （232件）
傷　　者 41人 （317人）
死　　者 0人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,561 (-31)
男 31,792  (-5)
女 35,769  (-26)

世帯数 24,312  (+51)
　※（　）内は前月比

出生 29 人 転出 193人
転入 207 人 死亡 74人

◦固定資産税（2 期）
◦国民健康保険税（1期）
◦後期高齢者医療保険料（1期）
◦介護保険料（1期）
◦住宅家賃　◦保育料 ▼ 5 月の交通事故の状況

▼ 5 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（5 月31日現在）

▼ 5 月の異動
納期限・口座振替日は7月31日㈭

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦7月17日㈭※ 7/7予約開始、8月7日㈭※
　7/25予約開始／相談 13:00 ～16:00 ／
　予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 7 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 7 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 7 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 7 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦7月10日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦7月22日㈫9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦7月11日㈮13:00 ～ 14：00/矢部公民館
◦7月15日㈫10:00 ～ 11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦7月4日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦7月3日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦7月2日㈬・16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月8日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月7日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦7月11日㈮13:00 ～16:00/ふじの里（黒木）
◦7月18日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦7月2日㈬、16日㈬、30日㈬13:00 ～
　16:00 ／社会福祉会館
◦7月2日㈬、16日㈬9:30 ～ 12:00

　／ふじの里（黒木）
◦7月9日㈬、23日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月9日㈬、23日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦7月4日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦7月14日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦7月22日㈫13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦7月15日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦7月10日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦7月11日㈮・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月15日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦7月24日㈭10:00 ～ 12:00
　／星野支所
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜8:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183

◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支
所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦7月15日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員
会　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協会そんぽ
ADRセンターナビダイヤル（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

7月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

夏の交通安全県民運動実施
7月10日㈭～7月19日㈯



橋爪 星
き ら り

莉ちゃん

Ｈ25年7月22日生（岩崎）

愛ちゃん１歳おめでと
う♡いっぱい食べて元
気に大きくなあれ♡

猫大好き菜緒ちゃん♡
いつも笑顔をありがと
う。元気に育ってね！

１歳おめでとう。ごはん
をいっぱい食べて、大き
くなってね。

祝１歳おめでとう☆大
きな夢と希望をもって
優しい子に育ってね！

谷川 想
そう

ちゃんシオミ 英
えいすけ

佑ちゃん

堤 雄
ゆうだい

大ちゃん

Ｈ25年7月5日生（谷川）Ｈ25年7月3日生（山内）

Ｈ25年7月21日生（馬場）
栗原 海

かいせい

晴ちゃん

Ｈ25年7月16日生（室岡）

大石 愛
あ い ら

來ちゃん 辻 菜
な お

緒ちゃん

Ｈ25年7月23日生（高塚） Ｈ25年7月24日生（津江）

１歳おめでとう♡あな
たの笑顔に家族みんな
が癒されてます。

英佑おめでとう☆笑顔の
ステキな明るい元気いっ
ぱいな子に育ってネ♡

１歳おめでとう！お姉ちゃ
んに負けず、たくさん食べ
て元気に大きく育ってね♡

雄生誕生日おめでとう♡い
つもニコニコ笑顔をありが
とう。家族みんなの宝物♡

いたずらっ子の悠乃
君。お誕生日おめでと
う☆

政宗くん１歳のお誕
生日おめでとう♡お兄
ちゃんと仲良くしてね�

わが家の癒やし系旬
ちゃん。お兄ちゃんに負
けないように頑張れ�

剛ちゃんはお姉ちゃん
が大すき♡元気でやさ
しい子になってね。

☆祝１歳☆
これからも笑顔で元気
にすくすく育ってね

あんぱんまん好きなれ
おな♡これからも元気
に大きくなってね♡♡

祝１歳！奨ちゃんのに
こにこ笑顔が大好き♡
元気に大きくなぁれ！

日々笑いと感動をあり
がとう�やさしくたく
ましく育ってね♡

お兄ちゃん達に負けな
い様に沢山食べて大き
くなってね！

１歳おめでとう♡お姉
ちゃんと仲良く笑顔いっ
ぱい元気に育ってね♡

遼くん１歳おめでとう♡
元気いっぱい笑顔いっ
ぱい大きくなぁれ♡

上村 剛
ご う き

毅ちゃん

田中 護
まもる

ちゃん 中村 麗
れ お な

央菜ちゃん

内藤 奨
しょうた

太ちゃん江上 力
り き と

翔ちゃん甲斐田 直
な お と

志ちゃん 橋本 陽
ひ さ き

咲ちゃん

山口 遼
りょう

ちゃん

東 雄
ゆうせい

生ちゃん 月足 悠
ゆうだい

乃ちゃん鍋田 政
まさむね

宗ちゃん佐野 旬
しゅん

ちゃん

Ｈ25年7月10日生（蒲原）

Ｈ25年7月31日生（岩崎） Ｈ25年7月31日生（龍ケ原）

Ｈ25年7月6日生（本分）Ｈ25年7月5日生（蒲原）Ｈ25年7月3日生（大島） Ｈ25年7月8日生（本村）

Ｈ25年7月31日生（星野村）

Ｈ25年7月21日生（稲富） Ｈ25年7月22日生（矢部）Ｈ25年7月10日生（本）Ｈ25年7月10日生（本）

おたんじょうびおめでとう

梅
雨
の
晴
れ
間
か
ら
の
ぞ

く
青
空
が
う
れ
し
い
時
節
で
す
。

今
回
は
天
気
に
関
係
な
く
楽
し

め
る
古
陶
星
野
焼
展
示
館
を

紹
介
し
ま
す
。

星
野
焼
は
八
女
茶
の
産
地

と
い
う
土
地
柄
、
茶
壷
・
茶
器

な
ど
名
品
が
数
多
く
産
み
だ

さ
れ
ま
し
た
。
屋
内
庭
園
を

囲
む
八
角
形
の
回
廊
式
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
は
、
江
戸
時
代
に
久
留

米
藩
の
御
用
窯
と
し
て
隆
盛

を
極
め
た
逸
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
現
代
窯
元

（
源
太
窯
・
十
篭
窯
・
錠
光
窯
）

の
作
品
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
趣
の
あ
る
建
物

は
、
小
さ
な
演
奏
会
、
講
演
会

な
ど
多
目
的
に
使
え
る
ホ
ール

と
なってい
ま
す
。
陶
窯
の
煙
突

を
模
し
た
星
型
の
屋
根
、
杉
木

立
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
館
内
は
、杉

の
間
伐
材
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
湧
水
を
た
た
え
る
屋

内
庭
園
は
、
静
寂
な
中
に
聴
こ

え
て
く
る
水
琴
窟
の
よ
う
な
美

し
い
響
き
で
訪
れ
た
人
を
癒
や

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
雨
の

日
は
高
い
煙
突
か
ら
屋
内
庭
園

に
雨
が
降
り
注
ぎ
、
何
と
も
言

え
な
い
風
情
が
あ
り
、
雨
が
降

る
日
の
お
出
掛
け
に
も
す
て
き

な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
晴
れ
た

日
は
真
っ
青
な
空
に
流
れ
る
雲

が
池
の
中
に
映
る
の
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

三
窯
元
の
器
で
星
野
の
お
煎

茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、ゆっ
く
り

と
流
れ
る
時
間
や
案
内
人
の
高

木
さ
ん
の
温
かいお
人
柄
に
会
え

る
の
も
ま
た
魅
力
で
す
。
ど
う

ぞ
、お
で
か
け
く
だ
さい
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
古
陶
星
野
焼
展

示
館
（
☎
５
２
・
３
０
７
７
）

◦
開
館
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
休
館
日
＝
火
曜
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

◦
入
館
料
＝
大
人
２
０
０
円
／

高
校
生
１
０
０
円
／
小
中
学
生

50
円

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.14

古陶 星野焼展示館
in 星野村

八女市イメージキャラクターみどりちゃん

満１歳のお子さまの写真を募集して
います（ただし、市内に住民登録が
あるか実際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となりま
す。◦申し込み＝市長公室秘書広報
係（☎23・1110）

▼
一
昨
年
災
害
を
経
験
し
た
市

に
と
っ
て
有
事
に
も
使
え
る
照

明
付
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
大
い
に
役

立
つ
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
一
方
で
、救
急
専
門
医

や
へ
き
地
医
療
の
現
状
な
ど
の

話
を
聞
く
中
で
い
ろ
い
ろ
と
課

題
も
多
い
と
感
じ
た
取
材
で
し

た
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
普
及
に
力

を
注
が
れ
る
久
留
米
大
学
病
院

の
坂
本
先
生
。
取
材
の
中
で「
都

会
と
過
疎
地
の
医
療
格
差
を
な

く
し
た
い
。
私
も
日
田
市
出
身
」

と
言
わ
れ
た
そ
の
言
葉
。
命
を

守
る
第
一
線
で
の
大
変
な
任
務

を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
（
Ｋ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
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